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ザクセンの森鴎外 補遺
松 尾 展 成
日 次
(1) 初めに
(2) 鴎外のドイツ人面談者
(3) 引用文献目録
(1) 初 め に
ザクセン留学中の 『日記』には,鴎外が会って(1),話をした,あるいは,請
演を聴いたり,芝居を見た,というザクセン在住 ドイツ人が,数多く記載さ
れている.すなわち,それらの人々の姓が,原語を付けて記され,多くの場
合には地位も,一部の人に関しては名も記されている.本稿は,これらの人
物の姓名と地位を確認し,あるいは,追加 ･修正しようとする試みである,
ただし,夫人と子供,ザクセンに居住しないドイツ人(2),および,ドイツ人以
外の外国人は除いた.
まず,各人の姓を,『日記』の表記に従って五十音順に,配列し,一連番号
を付けた.ヰ,ヱ,ヲはィ,エ,オと見なし,濁音 ･半濁音は無視し,フォ
ンは姓から除外した.例外的に名のみのベルタについては,便宜上,ベルク
の項を立て,王妃については,カローラの項を立てた.『日記』の明治17年
10月22日は,17/10/22と表記した.日付の前の地名は,出会った場所を示
し,ドレースデン市は Dr,ライブツィヒ市は Lpと略記した.日付の後に,
具体的な事項をさらに追加した場合もある.来日したベルツ,ショイべとナ
ウマンに関するいくらか詳しい事実は,松尾 1998(ら)に譲った.鴎外が接触し
-87一
310
た日本人のうち,3月以上ザクセンに滞在した人は,松尾 1998(a.)に含まれる
であろう.
『日記』に名あるいは地位が記されていない場合には,可能なかぎり追加
した.追加された名が,それほど一般的でない場合,および,Jul.をユーリウ
スと私が推定した場合には,原語を併記した.ただし,Carlのように,Eと
発音されるCは,特記しなかった.兵科 (歩兵,騎兵など)による軍人の階
級の区別は省略した.『日記』に記された姓,名あるいは地位が疑わしい場合
には,私の想定を追記した.鴎外の翻訳 ｢鳴呼ヰル-ルム,ロオト逝きぬ｣
は,｢ロオト逝きぬ｣と略記し,ザクセン州立ライブツィヒ文書館付属 ドイツ
系譜学センターは系譜学センター,同センター所蔵のライブツィヒ市警察登
録簿 (Polizeimeldebucher.この文書は1811年に始まり,名称変更後1951年
に終わる)は PM と略記した.
ザクセン軍医の階級 (アルファベット順)は次のように訳出した.
Assistenzarzt1.Klasse-二等軍医,同2.Kl.-三等軍医,
Generalarzt1.Kl.-軍医監,同2.Kl.-軍医監補,
Oberstabsarzt1.K1.--等軍医正,同2.Kl.-二等軍医正,
Stabsarztニー等軍医.
ザクセン王国陸軍省とザクセン (ドイツ帝国陸軍第12)軍団 (後備軍 ･予
備軍は省略)の構成は,ほぼ次のとおりである(3).部隊の番号はまずザクセ
ン軍団の番号,( )内にドイツ帝国陸軍の番号を,部隊の後の ( )内は司
令部所在地あるいは駐屯地および部隊の小区分を示している.騎兵師団や工
兵大隊のように,ザクセン軍団では唯一の,したがって,番号のない部隊も
存在した.本稿本文ではザクセン軍団の師団 ･旅団番号,ドイツ帝国陸軍部
隊番号と駐屯地は省略した.
(Ⅰ)ザクセン王国陸軍省
陸軍大臣,陸軍参事官,陸軍大臣副官
第1部 (司令 ･技術事項担当)
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第2部 (法務事項担当)
第3部 (経理事項担当)
陸軍参謀部 (戦節部,技術部)
侍従武官
衛成軍 (ドレースデソおよびケ一二ヒシュタイン要塞)
軍人養成機関 (士官学校など)
軍医部 (ドレースデソとライブツィヒの陸軍病院を含む)
高等軍法会議
陸軍刑務所 (ドレースデンおよびケ-ニヒシュタイン)
砲弾 ･兵軸部
被服部
糧食管理部
(Ⅰ)ザクセン (ドイツ第12)軍団
(1)総司令部 (ドレースデソ)
総司令官,陸軍参謀部長 (陸軍省),戦術部参謀 (同省),総司令官副官
(2) 歩兵
第1 (第23)歩兵師団 (ドレースデン.2旅団と1猟兵大隊)
第1 (第45)歩兵旅団 (ドレースデソ.3連隊)
第 1近衛 (第100)歩兵連隊 (ドレースデン.3大隊,12中隊)
第2近衛 (第101)歩兵連隊 (ドレースデン.3大隊,12中隊)
(第108)狙撃兵連隊 (ドレ-スデソ.3大隊,12中隊)
第2(第46)歩兵旅団 (司令部はドレースデソ.2連隊)
第3 (第102)歩兵連隊 (ツィッタウ.3大隊,12中隊)
第4 (第103)歩兵連隊 (バウツェソ.3大隊,12中隊)
第2(第13)猟兵大隊 (ドレースデン.4中隊)
第2 (第24)歩兵師団 (ライブツィヒ.2族団と1猟兵大隊)
第3 (第47)歩兵旅団 (司令部はライブツィヒ.3連隊)
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第5 (第104)歩兵連隊 (ケムニッツ.3大隊,12中隊)
第6 (第105)歩兵連隊 (シュトラ-スブルク.3大隊,12中隊)
第9 (第133)歩兵連隊 (ツゲィッカウ.3大隊,12中隊)
第4 (第48)歩兵旅団 (ライブツィヒ.3連隊)
第7 (第106)歩兵連隊 (ライブツィヒ.3大隊,12中隊)
第8(第107)歩兵連隊 (ライブツィヒ.3大隊,12中隊)
第10(第134)歩兵連隊 (ライブツィヒ.3大隊,12中隊)
第1(第12)猟兵大隊 (フライベルク.4中隊)
(3) 騎兵
騎兵師団 (ドレースデソ.2旅団)
第 1(第23)騎兵旅団 (ドレースデン.3連隊)
近衛騎兵連隊 (ドレースデン.5中隊)
第1(第18)軽騎兵連隊 (グローセソ-イン.5中隊)
第 1(第17)槍騎兵連隊 (オーシャッツ.5中隊)
第2 (第24)騎兵旅団 (司令部はドレースデソ.3連隊)
騎銃兵連隊 (ボルナ.5中隊,うち第 3,第5の2中隊はペ-ガ
ウ)
第2 (第19)軽騎兵連隊 (グリマ.5中隊,うち第2,第4の2中
隊はラウジック)
第2(第18)槍騎兵連隊 (ロホリッツ.5中隊,うち第3,第4の
2中隊はガイト-イソ)
(4) 砲兵
(第12)砲兵旅団 (ドレースデソ.3連隊,1工兵大隊と1輯重兵大
隊)
第 1(第12)野戦砲兵連隊 (ドレースデン.3大隊,12中隊,うち第
3大隊,すなわち,第7･第8中隊,第1･第2騎馬中隊の4中
隊はリーザ)
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第2(第28)野戦砲兵連隊 (司令部は ドレースデン.2大隊,8中
隊,うち第 1大隊,すなわち,第 1-第4の4中隊はピルナ,第2
大隊′すなわち′第5-第8の4中隊はフライベルク)
(第12)徒歩砲兵連隊 (メッツ.2大隊,8中隊)
(第12)工兵大隊 (ドレースデン.4中隊)
(第12)輔重兵大隊 (ドレースデン.2中隊)
本稿によって,まず,ライブツィヒ大学医学部の ｢ホフマン｣衛生学教投
は ｢ウソデルリヒ｣内科教授の娘婿であることが証明された.次に,｢ドヨオ
ベン｣城主 ｢ビュロウ｣家の家族構成 (城主夫妻,｢イイダ｣と姉弟たちの名
と生没年,配偶者の氏名 ･地位,子供),および,｢陸軍卿｣あるいは ｢兵部
卿｣｢ファブリイス｣伯爵の家族構成が明らかにされた.この結果として,
｢ビュロウ｣家は,『文づかひ』の記述と異なって,｢ファブリイス｣家と姻
戚関係にないことが実証された.さらに,黒衣の女性 ｢ルチウス｣の名,坐
地 ･生年,没地 ･没年,出身校 ･職業が,ほぼ解明された.もちろん,確認
できなかった人物,あるいは,人間関係 (例えば,｢代言人ヰルケ｣が婚約者
｢ベルク｣と結婚したかどうか),さらに,十分には明らかにできなかった事
項 (例えば,教師 ｢イルグネル｣の担当語学科目)も少なくない (4).今後にお
けるこれらの事項の究明を,拙論への批判を含めて,期待したい,
本稿の作成に当たって,貴重な教示を与えられた,ザクセン州立中央文書
鰭,ザクセン州立ライブツィヒ文書館,同付属 ドイツ系譜学センター,ライ
ブツィヒ大学文書館,ドレースデソ市立文書館,ライブツィヒ市立文書館,
グリマ市立文書館,ツィッタウ市立文書館,ツィッタウ市ルター派教会文書
鰭,ザクセン州立図書館,ライブツィヒ大学図書館,ライブツィヒ音楽演劇
大学図書館,ライブツィヒ市史博物館などのザクセンの諸機関,また,驚嘆
すべき調査能力でもって私の質問に迅速に回答された,テユービングソ大学
図書館,バイエルン州立図書館,ヴユルテンベルク州立シュトゥットガル ト
図書館,マールブルクのドイツ貴族資料館などの旧西 ドイツの諸機関,その
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他,当該箇所に記載した諸機関,さらに,Duden1974に収録されていない固
有名詞の発音を教示されたミヒャ-ル ･ラウック助教授,最後に,文献の収
集に配慮された岡山大学経済学部資料室に対して,心から感謝する.
なお,本稿末尾の引用文献目録は,前稿 ｢ザクセンの森鴎外｣と本稿に引
用された文献の目録である.ザクセン史の研究に携わる者として私は,今後
のザクセン留学時代鴎外伝研究に,以下の3点,すなわち,第1,一般的で
ない固有名詞に対するドイツ語原綴の付記,第2,引用文献の正確な記載,
第3,著作発表の際の綿密な校正,を要望したい.
(注)
(1)鴎外はドレースデンの宮城や陸軍大臣ファブリス伯爵邸に招待されていない,と主
張する中井説はすでに紹介した.もしそれが証明されると,その時の 『日記』に記され
た人物は,すべて除外されなければならないわけである.それらの人物の中で,本稿の
実証から見て,やや奇異な人物を挙げてみる.詳細は各人の項を参照されたい.第 1
に.陸軍大臣邸の夜会出席者 (｢単なる人名の羅列に過ぎない｣- 中井)のうち,｢政
道局のプラニッツ vonderPlanitz｣は,駅助手であって,｢世に聞こえたる人 ｣々とは
言えないであろう.退役中将ベルン-ルト･ユードラ一･フォン ･デア ･プラ-ニッ
ツ,あるいは,当時の陸軍参謀部長 (大佐)であり,1891年から陸軍大臣 (中将)＼とな
るカルル ･バウル ･フォン･デア･プラ-ニッツは別人である.｢外交官71)イゼソ
Friesenは嘗て書を著して膚堂往事の秘策を説き,ウヨルマンWoermannは世界知名の
困書鮒に長たり｣,とあるが,まず,ヴェルマンはツゲィンガ-宮殿絵画館の館長で
あって,図書館長ではない.次に,当時の外務省官吏フリー ゼソ男爵には著作はない.
1866年から大蔵大臣と外務大臣を兼任して,内閣を主導した リヒャル ト･フォン ･7
.)-ゼソ男爵は,1876年に退任して,ザクセン政治史第一級の資料と見なされる 『回想
録』を出版したが,1884年に没していた.｢モソツ将軍 GeneralGrafYonMontsは猶嬰
蝶として舎破嵩の往事を談ぜ り｣,との文章について,モンベ中将はいるが,陸軍大将
モソツ伯爵はザクセンばかりでなく,ドイツ全体にもいない.モソベ中将の父 (少佐)
はナポレオン戦争に参加しているけれども,すでに没しており,1821年生まれのモンベ
中将の最初の実戦参加は,1849年のドレースデン (三月革命末期の ｢五月騒乱｣鋲圧)
であった.第2に,1月13日の宮城の舞踏会に出席した ｢貴顕｣として,｢シヨンベルヒ
の公子･･-･PrinzClemensSchoenberg｣が挙げられているが,この名前の貴族の存在を
私は実証できなかった.
(2)以下のドイツ人は,ザクセン時代の 『日記』に記載されているが,ザクセン在住では
ない.
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(a)キルヒホツフ (Kirchhoff;Dr18/12/12,植民地論を講演).『ドイツ帝国の保護領』
DieSchutzgebietedesdeutschenReichs, £um Gebrauchbeim Schulunterricht
dargestelt,Hale1893(GV,Bd.75(1983),S.300)の著者で,-レ大学教授のアル
フレート･キルヒホ7.
(b)グルウベ (軍撃雑誌の記者,一等軍嘗Grube;ベルリーン 19/2/19).彼はザクセ
ンの軍医ではない.Vgl.SHB1886/87,S494-495;Rangliste1885,S241-248.
(C)ゲェダンパウエル ([解剖学者]Gegenbauer,Lp18/2/17,著書購入).『人体解剖
学教科書』LehrbuchderAnatomiedesMenschen,Leipzig1883(GV,Bd44
(1982),S317)の著者カルル ･グーダンパウア (Gegenbau工)･彼はザクセン科学ア
カデミー の数学 ･物理学部門外国会員 (-イデルベルク市在住)であった.SHB,
1892/93,S610.ただし,彼は SHBにおいても1890/91年版 (S.603)までは
Gegenbauerと綴られていた.
(d)-アヱルランド,アンナ (AnnaHaverland;Dr18/10/16,朗読合).王立ベル1)-
ソ劇場所属の女優で,詩人のアナ ･--ファーラント テユービングン大学図書館回
答.
(3)SHB1886/87,S461-493;Rangliste1885,S 1-98.
(4)前稿に関して,以下を修正 ･追記したい.
(a)p93,下から18行目 (荏 (4))の ｢-ドムソト｣を ｢-トムソト｣に改める.
(b)p.93,下から4行目 (注 (4))の ｢借行社｣の後に以下を追加する.(｢pオト逝き
ぬ｣では ｢公飴合場｣).
(C)p.97,荏 (20)の ｢これは同じ｣から最後までを削除し,以下に変更する.金子
1997は,鴎外の秋季軍事演習参加に関する陸軍大臣の許可証が,ザクセン陸軍省文書
の中に最近発見されたと,報告している.そこに示される写真によれば,この文書
は,ザクセン国王の東謡の下にファブリスが署名したものと考えられる.軍医学講習
への参加許可証はどのようなものであったのであろうか.『日記』,18/8/29の記事と
整合するのであろうか.これらについて,金子幸代氏の詳論を待ちたい.なお,金
子 1997の文章のうち,｢120年ぶり｣は112年ぶり,｢ザクセン軍司令官であるファブリ
ス伯爵｣は,ザクセン陸軍大臣であるファブリス伯爵,｢八月二十日付けの書簡｣は,
8月19日署名,20日発送の文書,の誤植である.ザクセン軍団総司令官は王弟ゲオル
クであった,ザクセン国王によってそれぞれ独自に任命される,陸軍大臣と軍団総司
令官との権限の相互関係については,シュミット1995,p12を参照.とくに,軍事事
項における国王の命令は陸軍大臣のみによって作成された.
(d)p.100,2行目の ｢狙撃兵｣を ｢猟兵｣に改める.
(e)p101,6行目の ｢武器庫｣を ｢中央兵器庫｣に改める.
(f)p103,注 (3)の最後に以下を追加する.さらに,武智 1998,p.38の地図を参
照.
(g)p104,荏 (14)の最後に以下を追加する.さらに,武智 1998,p.42を参照,
(h)p105,荏 (27)-の追加.｢ロオト逝きぬ｣では,陸軍特BFJ地区は ｢軍市 (ミリテ
-ルスタツり｣と訳されている.
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(i)p.105,注 (28)-の追加.『椋鳥通信』,p.360に,｢ドレスデソに新議事堂が立つ.
Braeter,Rothの二人が立てる｣,との記事 (1910年12月1日発行)がある.しかし,
カルル ･ロートと-トムソト･プレーターの設計によって1910年に完成したのは,
ドレースデン市の新市庁舎であった.新しい邦議会議事堂はバウル ･ヴァロト(Wa1-
lot)の設計によって1907年に落成していた.Stimme11994,S.250,335.
(j)p.105,荏 (30),16行 目の ｢にあった,と考えられる.｣を,｢にあった.
Stimme11994,S37,51;F6rster1994,S.365;シュミット1995,p.128.中央兵器
庫の後身としての陸軍省砲弾 ･兵姑部がこれである.｣に改める.
(k)p.105,注 (36)について,第1に,｢これは｣の前に次の文章を追加する.『椋鳥通
信』,p.191にドレスデソの宮廷オペラ劇場 (と Semper)が言及されている.第2
に,この注の最後に,以下の文章を追加する.『椋鳥通信』,p.834に,｢ドレスデンの
OstraaleeにKoerlig】jchesSchauspie】hausが新果せられた.これまでの宮廷劇場は
個人の手に移る｣,との記述 (1913年10月5日垂)がある.｢これまでの宮廷劇場｣と
は劇場前広場の宮廷劇場ではなく,アルベルト劇場のことである.Stimme11994,
S.38,366-367.
(1)p.106,注 (41)-の追加.｢pオト逝きぬ｣では ｢市療院｣とされている.
(m)p106,注 (43)の ｢工業大学｣の後に,次の語句を追加する.(｢ロオト逝きぬ｣で
は ｢高等工学校｣).
(n)p.113,江 (8)の ｢物見塔は｣の前に,次の文章を追加する.1746年に物見琴の時
計が新しくされ,毎時に,また,15分毎に時を告げることになった.Muler1995,
S23.『文づかひ』の最後の場面で ｢ほがらかに鳴｣る時計が,これであろう.
(2) 鴎外のドイツ人面談老
(1)アウセンドルフ (主婦 Aussendorf;Dr19/1/1).18/10/14記載の伶院大街
GrosseBruedergasse[修道士路13番地]の ｢レンネル酒店 RestaurantRenner｣
(レナ-料理店)の店主が,ク1)スティアン･エルンス ト･カルル ･アウセンド
ルフであった.AdreL3buchvonDresden1886,S.ll.なお,18/ll/25記載の ｢ア
ウセンドルフ食店 RestaurantAussendorf｣,19/1/1記載の ｢大付院街のアウセ
ンドルフ旗亭｣は存在しない.ドレースデソ市立文書館回答.
(2)アルベル ト (国王 Albert;グリムマ市 18/9/6,Dr19/1/1,1/12).ザク
セン軍団総司令官となった後で即位したアルベル ト (在位1873-1902)について
は,シュミット1995,pp.38,40,61-62,145を参殿.彼に因むアルベルティヌム
宮殿と陸軍特別地区,アルベル トシュタットについては,すでに言及した.武智
1998,p51を参照 (ただし,上段 6行目の ｢183年国王｣は1873年国王,の誤植で
ある.さらに,p.30,上段10行目の ｢儲邦｣は連邦,p.36,上段 2行 目の ｢軍
監｣は軍医藍,p.41,18-19行 目の ｢チェルニイ｣はチエルリイニィ,p.43,5行
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日の ｢食計官｣は会計官,の誤植である).
(3)ヰイサンド(法官 Wiesandの娘 ;DT19/2/12,少将シウ1)との舞踏合).父は
下記 (4)の人物であろう,
(4)ヰサント(ゲ1)ヒツラアトGerichtsratWisand;Dr18/12/14).邦高等裁判所参
事官 (Oberlandesgerichtsrat)バウル ･アルフレート ヴィ二ザソト (Alfr･Wi三一
sand)博士.SHB1886/87,S.161.
(5)イルグネル (英語の師Ferdinandlgner;Lp17/10/24-18/10/6).PM文書に
よれば,冒-ン･フェルディナンド･イルグナーは1851年 (月日省略.原則とし
て,以下同じ)にプロイセン王国ザクセン州 トルガウ郡ラングソライヒェソバヅ
- (Langenreichenbach)村で生まれ,英国ロンドンに行き,アイルランド･アー
モー (Armogh)郡デリー ･コソシュ (DerryConsh)出身のアン (1857年生ま
れ,旧姓マッキテリックMcKitterick)と,1875年にロンドンで結婚した.1880年
に息子チャールズ (カルルではない)がロンドンで生まれた.ロンドンでの職業
が不明であるJ.F.イルグナ-は,一家3人で1883年にライブツィヒに来て,酒屋
の営業許可証を取得し,｢1889年からは語学教師｣と記載されている.なお,彼と
彼の家族の没年は不明である.PM 170.S.12b.- AdreL3buchvonLeipzigに
おいては,彼は1886年までは記載されておらず,1888年版,S,167では,上記
PM文書の記事よりも早く,すでに語学教師となっている.以上の経歴から見て,
彼は一般的には,すなわち,ドイツ人に対しては英語教師であろう.しかし,彼が
外国人,とくに鴎外に対して何語を教えたかを,私は確定できない.英語ではな
く,ドイツ語の教師との主張 (中井 1996,pp.208-213)はすでに紹介した.
(6)ヰルケ (衛生司令部三等軍撃 GeorgWilke;Dr18/10/25から19/3/7までしば
しば).第4歩兵連隊第3大隊の三等軍医で,軍医部出向中 (kommandiertzur
Sanitatsdirektion)のゲオルク tアレクサンダー ･ヴィルケ博士 .Rangliste
1885,S.10,32,248.Vgl.SHB1886/87,S.495.なお,金子 1992,p.43を参
照.
(7)ヰルケ (代言人 Wilke;Dr18/10/25,19/3/2,3/7).ドレースデソ地方裁
判所担当弁護士ゴットライヒ･--ヴァル ト (Ew.) ･ア一ドルフ ･ヴィルケ博
士.SHB1886/87,S.207.ドレースデン市立文書館の回答によれば,1945年以前
の同市の婚姻登錠文書が現存しないので,彼がベルタと結婚したことは,立証で
きない.また,彼は1882年から1911年までのAdreL3buchvonDresdenに記載され
ているが,1912年には彼の未亡人の記載もない.したがって,彼が結婚していた
とすれば,彼の夫人は1912年にすでに死亡していた.そのために,彼の夫人の名
がベルタかどうかは,不明である.なお,金子 1992,p.43を参照.
(8)ウユルツレル (第8歩兵聯隊一等軍撃Wuerzler;Lp18/1/18から9/30までし
ばしば).第ヱ歩兵連隊第2大隊 ･大隊医の一等軍医で,ライブツィヒ大学衛生学
研究所出向中 (Z.Z.hygienischeslnstitutzuLeipzig)のフリードリヒ･ヴィクト
ル ･ヴユツラー博士.Rangliste1885,S.41,245.Vgl.SHB1884/85,S,479.彼
は UniLeip1885,S.30では衛生学研究所第二助手である.ただし,SHB1886/
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87,S.495では第2近衛歩兵連隊の一等軍医となっている.川上 1984,p.35でも,
第7歩兵連隊所属とされている.彼がライブツィヒで鴎外を直接指導した,と武
智 1997,p.31は推定している.さらに,金子 1984,pp.54-55を参照 (p.55,下
段7行目の ｢WurzlerFrdr.｣は Wurzler,Frdr叫の誤植である).
(9)ウヨルマン (国書鮒長Woermann;Dr19/1/ll).教授カルル ･ヴェルマン博士
は,図書館長ではなく,ツゲィソガ-宮殿にある絵画館の館長であった.SHB
1886/87,S.146.なお,日本宮殿にある王立図書館の上級司書は,教授 ･枢密宮廷
参事官エルンスト･フェルステマン (F6rstemann)博士であり,館長は空席で
あった.SHB1886/87,S.147.『椋鳥通信』,pp.130,201では,Karl
Woermannは ｢ドレスデソ画廊の長官｣と記されている.
(10)ウルリヒ (女優 Ulrich;Dr18/10/12).1859年からドレースデソ宮廷劇場専属と
なった女優パウリ-ネ .ウル1)ヒ.Eisenberg1903,S.1057-1058.彼女は 『椋鳥
通信』,p.49に言及されている.
(ll)ウソデルリヒ (ホフマン師の姑 Wunderlich;Lp18/3/7).ヴソダーリヒとい
う姓は,しばしば見られる姓である.SHB1854,S.404の人名索引を見ると,ヴソ
ダーリヒは5人いるが,博士は一人だけである.それはライブツィヒ大学医学部
臨床学教授,枢密医務参事官,臨床研究所所長のカルル ･アウダスト･ヴンダー
リヒであった (SHB1854,S.298).SHB1886/87,S.742では16人が記載されて
いるが,もちろんヴソダーリヒ教授はいない.そこで,PM 文書のフランツ ･
ホ-フマン教授の関連箇所を見る.PM 167,S.73で,フランツ ･ア一ドルフ ･
ホ-フマンFranzAdolphHofmann(ホフマンHoffmannではない.念のため)
は,市民,医学博士,大学教授,1843年ミュソヒェソ生まれであり,彼の妻はア
ガーテ (Agathe) ･シャルロッテ ･エリーゼ,旧姓ヴンダーリヒ,1852年 1月
22日ライブツィヒ生まれ,と判明する.PM 113,S.207-207bでは,エリーゼ ･
シャルロッテ ･アガ-テ ･ヴソダーリヒ (1852年 1月22日ライブツィヒ生まれ)
は,カルル ･アウグスト.ラインホル ト.ヴソダーリヒ (医学博士,枢密医務参
事官,教授,家屋所有者,1815年ヴユルテンベルクのズルツSulz生まれ)と夫人
ゾフィー (旧姓グメ-1)-ソGmelin,1820年テユービングソ生まれ)の間の第4
子,次女であり,参考欄に ｢医博,教授フランツ･ア一ドルフ･ホーフマンに嫁
す｣ とある.ただ し,ここでは,母親および姉と同 じように,女性形の
Wunderlichinで記載されており,クリスチャン･ネームの順序も上記 PM 167と
一部異なる.さらに,PM251,S.1によれば,ヴソダーリヒ教授は1877年に没し
(死亡地は,ここに特記されていないから,ライブツィヒである),夫人ゾ
フィー･ヴンダーリヒは,スイスのボーデン湖畔クロイツリンダソKreuzlingen
村で1885年3月3日に没した.以上の事実から見て,『日記』,18/3/7,｢ホフマ
ン師の姑ウソデルリヒ氏の枢を送る｣の死者は,ヴソダーリヒ教授の未亡人であ
る.夫人の遺体は,馬車あるいは鉄道でライブツィヒに運ばれたのであろう.
(12)-ヱルス (原語表記なし;Dr18/12/12,19/1/21,ロオトあるいはミユルレル
と同席).下記 (13)の軍医であろう.
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(13)ェヱルス (一等軍啓Ewers;Dr19/2/14,3/6).狙撃兵連隊第2大隊 ･大隊
医の一等軍医-イソリヒ ･アウダス ト･ルー トヴィヒ ･ユダァ-ス博士.
Rangliste1885,S.47,244.Vgl.SHB1886/87,S,494.
(14)-ルヰツツ (舞師 WilhelmJerwitz;Dr19/2/15).主役舞踏家 (Baletmstr.)
ヴィル-ルム･フリードリヒ ･エー ドゥアル ト･イェルヴィッツ.AdreL3buch
vonDresden1886,S.214;ドレースデン市立文書館回答.
(15)オイレ (楽人 Eule;Dr19/2/15).音楽家カルル ･エーミール ･オイレ.
AdreLSbuchYonDresden1886,S.92.
(16)ヲオル (寡婦 FrauWohl;Lp17/10/23,18/12/28).ゾフィー ･ヴォ-ル.金
子 1984,p.45;川上 1984,pp.29130を参照.彼女の夫は,AdreL3buchvon
Leipzig1880,S.338で取次商人 (Kaufmann,Kommissionsgeschaft)となってい
るエードゥアル ト･ヴォ-ルであろう.その時の彼の住所は1884年の未亡人ゾ
フィーのそれと同じ (タール街 1番地)であった.
(17)オステン (俳優 vondenOsten;Dr19/1/ll).1880年からドレースデソ宮廷劇
場専属俳優であったエーミール ･フォン ･デア (deと) ･オステン･Eisenberg
1903,S.739.
(18)オツトオ ･ペ-テルス (FrauLouiseOtto-Peters,Lp18/9/28,猫逸婦人合).
作家 ･編集者ルイ-ゼ ･オットー -ベータースは,テユービンゲソ大学図書館に
よれば,旧姓をオットー と言い,夫は作家アウグス ト･ベータースであった.川
上 1984,p.32;金子 1992,pp.309-310を参照.
(19)フォン･オヨオル (大尉 vonOehr;マツ-ルソ村 18/8/27,ネル-ウ市 8/
31).この姓の軍人はいない (Vgl.Rangliste1885,S.406;SHB1886/87,S.
675)ので,第7歩兵連隊 (第 2･大隊)第6中隊 ･中隊長の大尉クレーメンス ･
ローベル ト アントー ン ･マ1)-ア ･アルベル ト フォン .エーア (0堅)男爵
(Rangliste1885,S.39,173.Vg.SHB1886/87,S.485)のことであろう.
(20)カルヒ (Karg;Dr18/10/5,｢カシノ｣で講演).第10歩兵連隊第3大隊の二等
軍医カルル ･-ルマン ･カルク博士 (Rangliste1885,S.53,246.Vgl.SHB
1886/87,S.495)のことであろう.
(21)カローラ (ザクセン王妃 ;Dr19/1/1,1/31).スウェーデンの名門貴族ヴァ
ザ (Wasa)家出身の王妃カローラ (カロ1)-ネ)については,シュミット
1995,pp.6ト62,154を参照.ドレースデソ大公園のカローラ池については,すで
に言及した.
(22)グラウべ (Graube;Dr19/1/18,ヰルケ,トイ-ルなどと同席).82,84,86年
の軍医にはいない.Vgl.SHB1882/83,S.473-475;SHB1884/85,S.477-
479;SHB1886/87,S.494-495.第2槍騎兵連隊第 2大隊 ･大隊長の大尉7-
ゴ･ルートヴィヒ･グラウベ (Rangliste1885,S.66,212)のことであろうか.級
者は AdreLSbuchvonDresden1886/87,S,140では待命少佐である.
(23)グリイマン妓 (Frl.Gliemann;Dr19/2/28,軍営正チイグレルの宴骨).
Adre13buchYonDresden1886に,Gliemann姓の人物はいるが,この令妹を特定
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できない.1882,84,86年の軍医にこの姓の人物はいない,Vgl.SHB1882/83,
S.473-475;SHB1884/85,S.477-479:SHB1886/87,S.494-495.この姓の人物
は1885年の軍人にもいない.VgLRangliste1885,S.396.
(24)クリイソ (軍撃正 Klien;Dr18/12/2).ドレースデソ陸軍病院 ･院長 (ドレ一
スデソ駐屯軍 ･軍医長および第 1歩兵師団 ･師団医を兼任),一等軍医正-ルマ
ン･モー▲リッツ･クリーン博士.Rangliste1885,S.10,241.Vgl.SHB1886/
87,S.494.彼は,｢ロオト逝きぬ｣において,ロートの葬儀の際に弔辞を述べたと
される ｢賂腎ク1)イソ｣であり,この時には,官職はそのままで,階級が軍医監補
に昇任していた.SHB1892/93,S.658.
(25)クリイソ (陸軍病院長,原語なし;Dr19/3/7).上記 (24)の軍医であろう.
(26)グレエフ- (Graefe;Dr19/1/6,ヰルケと同席).磯重兵大隊の二等軍医7-
ゴ･エードゥアル ト･エーミール ･グレーフェ博士 (Rangliste1885,S.76,246;
SHB1886/87,S.495)のことであろう.
(27)クレツチユマン (化学士 KTetSChmann;Lp18/1/ll).不明.UniLeip
1884/85,S.Ⅸ,74;UbiLeip1885,S.X,72-73;UniLeip1885/86,S.X,
74-75には,大学関係者として,また,自然科学を学ぶ学生として,さらに,
AdreL3buchvonLeipzig1884,1885に も,化学者 として,Kretschmann,
Kretzschmannは記載されていない.
(28)グレツチユマソ妹 (Frl.Gretschmann;Lp18/6/10,フォオゲル夫人と同席).
不明.
(29)ゲオルグ王 (司令長官 PrinzGeorg;Dr18/5/12,グリムマ市 9/6).｢ロオト
逝きぬ｣では司令婿官ゲオルグ王殿下.王弟のザクセン公で,後に国王 (在位
1902-04)となったゲオルクについては,シュミッ7.1995,p.44を参照.当時は
ザクセン軍団総司令官,大将であった.Rangliste1885,S.15;SHB1886,S,
476.さらに,武智 1998,p.50を参照.
(30)コクチウス (眼科教授 Coccius;Lp18/4/29,6/ll).ライブツィヒ大学眼科
教授,枢密医務参事官エルンスト ア一ドルフ ･コクチウス博士.SHB1886/
87,S.511;UniLeip1885,S.8.
(31)ゴル ドシュミット(HenrietteGoldschmidt;Lp18/9/29,猪逸婦人合).金
子 1996,pp.280-281(p280,下段21行目の ｢-ンリニット｣は-ソリニッテ,の
誤植である)とチュービングソ大学図書館によれば,女子職業教育に尽力した-
ソ1)ニッテ ･ゴルT.シュミット.彼女については 『椋鳥通信』,p.616にも言及が
ある.ユダヤ教律法学者の未亡人 (川上 1984,p.32)であるか否かを,私は確認
できなかった.
(32)シユウ.)ヒ (牌軍 Schurich;Dr18/5/12).この姓の軍人はいない (Vgl.
Rangliste1885,S412;SHB1886/87,S.710)ので,下記 (33)の少将のことで
あろう.
(33)シユウリヒ (少洛Schurig;Dr19/2/12).陸軍省第3部部長,陸軍参事官ヨ-
ソ･カルル ･アウグスト･シュー1)ヒ少将.Rangliste1885,S.1,128-129;
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SHB1886/87,S.461.
(34)シユツチエソマイステル (撃師Schuetzenmeister･,Dr18/12/14).ドレースデソ
の医学博士カルル ･テ-オ ドール ･フェルディナンド･シュッツェソマイス
ター.AdreL3buchvonDresden1886,S.453.
(35)シュミット(Schmidt;Lp18/6/ll,コクチウス教授などと同席).ライブツィ
ヒの大学街にある外科研究所 (Chirurgisch-poliklinischeslnstitut)所長,枢密医務
参事官,助教授ベノ (Benno) ･ゴットロープ ･シュミット博士 (SHB1886/
87,S.512;UniLeip1885,S.9)のことであろう.医学部名誉教授 ･ザクセン軍
団軍医部随員 (SHB1892/93,S.560,658)の彼の名が,｢ロオ ト逝きぬ｣では,
B工竺nOと表記されている.
(36)シュミット(大挙助手 ArnoldSchmidt;Lp18/6/27).アルノル ト･シュミッ
Tl博士は AdreL3buchvonLeipzig1884,S.292では市立病院助手である.Uni
Leip1885,S.28には,臨床研究所 (リービヒ街の市立病院にある)の外科(chir.
Abtheil.)助手シュミット (A.Schmidt)博士とあり,UniLeip1885/86には記載
がない (Vgl.S.Ⅶ).
(37)シュミット(Frl.AugustaSchmidt;Lp18/9/29,濁逸婦人曾).テユービンゲ
ソ大学図書館によれば女教師 ･作家アウグステ (August里) .シュミット さら
に,川上 1984,p.32(私立女学校の経営者) ;金子 1992,p.313;金子 1996,
p.280(上段6行目と下段 3行目の ｢アウグスト｣はアウグスタあるいはアウブス
テ,の誤植である)を参照.
(38)シュミット (大学助手 HeinrichSchmidt;Lp18/6/27).-イソリヒ ･オス
ヴァル ト･シュミッft博士は AdreL3buchYonLeipzig1884,S.294では市立病院
助手である.UniLeip1885,S.28では,臨床研究所 (リービヒ街の市立病院にあ
る)の内科 (ned.Abtheil.)助手シュミット (H.Schmidt)博士 とあ り,Uni
Leip1885/86には記載がない (Vgl.S.Ⅶ).
(39)シユライデソ未亡人 (植物学士の夫人 FrauSchleiden;Lp18/5/3,5/7,
9/29).夫の植物学者はマティーアス ･ヤーコプ ･シュライデソで,ザクセン科
学アカデ ミー の数学 ･物理学部門外国会員 (ヴィ-スパーデン市在住)であった.
SHB1880/81,S.443.バイエルン州立図書館によれば,彼は1854年に,ライブ
ツィヒの法律家マ-レツォル (Marezol)の娘テレ-ゼと再婚し,1881年に没し
た.AdreL5buchvonLeipzig1884,S.290では,教授未亡人テレーゼr(Ther.) ･
シュライデソとなっている.
(40)シユワアべ (虚子 FrlSchwabe,･Lp18/5/3,5/7,トットマンの招待).不
明.
(41)シユワインゲル (洛軍 vonSchweingel;Dr19/1/ll).砲兵炭団 ･旅団長オッ
トー ･フォン･シュヴァイソゲル少将 (Rangliste1885,S.20,128-129;SHB
1886/87,S.479)のことであろう.
(42)シヨイベ (BothoScheube;Lp17/12/15,18/2/17,2/27).ライブツィヒ大
学医学部内科講師ボー ト･ショイべ博士.SHB1884/85,S.496;UniLeip
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1884/85,S.10(UniLeip1885には記載がない.VgLS･Ⅶ).さらに,金子
1984,p.53を参照 (同ページ下段13行 目の ｢ScheubeBotho｣は Scheube,
Botho,の誤植である).
(43)シヨオンプロオト(中尉 Schoenbrot;Dr18/12/8,12/19,19/1/1).工兵大
隊第4中隊の71)-ド1)ヒ･リヒャル ト･シェーンブロート (Schonbro些)中尉
(Rangliste1885,S.75,236)のことであろう.
(44)シヨソベルヒ公子 (Prin∑ClemensSchoenberg;Dr19/1/13,宮城の舞踏合).
フォン･シェーンベルク (YonSchonberg)家はザクセンの名門貴族ではあるが,
prinzの称号で呼ばれるような高位貴族ではなかった.SHB1886/87,S.705の人
名索引 (勲章受章者を含む)のフォン･シェーンベルクの項で,K (C)の付く人
物に,クレーメンスの名の者は当時いなかった.Vgl.SHB1886/87,S.13,136,
259,288,484.少将 K.F.Ch.はカスバルであり,名の挙げられてない2人のう
ち,大尉はバウル ･エーレンライヒであり,大佐はノ､ンス ･ルートヴィヒであっ
た.Verlohren1910,S.467-468.また,ザクセンの高位貴族フォン･シェーンZ
ルク (Schonb里rg)家の一族には,現役軍人9人に限れば,クレーメンス ･フォ
ン･シェーンブルクは当時いなかった.Rangliste1885,S.176,190,191,
206,221(ただし,2人の少尉の名は不明である.S.94).さらに,Verlohren
1910,S.467-469にも該当者が記載されていない.高位貴族フォン･シェーンブル
ク家一族には当時,1881年にアルブレヒト勲章 (大十字)を授与された リヒャル
ト クレーメンス (Rich.Clem.) ･フォン･シェーンブルクエグラウヒャウ伯爵
(SH古1886/87,S.37),侍従武官長で中将のゲオルク･フォン･シェーンブルク
-ヴァルデソブルク公子 (SHB1886/87,S,464;Rangliste1885,S.3),およ
び,騎銃兵連隊第 1中隊の少尉オットー ･フォン･シェーンブルク-ヴァルデソ
ブルク公子 (Rangliste1885,S.59.Vgl.SHB1886/87,S.489)がいた.
(45)シル (一等軍撃Schil;Dr18/10/14).狙撃兵連隊第3大隊 ･大隊医の一等軍医
ェルソス ト･ゲオルク ･シル博士.Rangliste1885,S.47,245.Vgl.SHB
1886/87,S.495.彼は ｢ロオト逝きぬ｣の原著者である.この追悼文を書いた時に
は,工兵大隊の一等軍医 (｢ロオ ト逝きぬ｣では ｢本部啓｣)であった.SHB
1892/93,S.659.シル姓の軍医は他にいない.Vgl.SHB1892/93,S.658-660.
(46)ズスドルフ (Sussdorf;Dr18/12/5,腎学舎で同席).ドレースデソ士官学校の
一等軍医-ルマン･カルル ･ユーリウス ･ズスドルフ博士 (Rangliste1885,S.
6,244.Vgl.SHB1886/87,S.466,494)のことであろう.
(47)スッツドニツツ嬢 (新聞 "Fuer'sHaus"の編集長 Frl.YonStudnitz;Dr19/1
/ll).テユービングソ大学図書館によればクラーラ ･フォン ･シュトゥドニッ
ツ.1882年創刊の彼女の週刊誌の名は,FurlsHaus.PraktischesWochenblat
furaleHausfrauenであった.Jessen1977,S.567.
(48)ズツツレ-ブ (法学士 Sutzleb;Dr18/12/14,ヰルケと同席).不明.彼は
AdreLSbuchvonDresden1886に記載されていない.
(49)ステツ-ル (軍嘗正 Stecher;Dr18/10/14,ll/10,12/5など).第2近衛歩兵
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連隊 ･連隊医の二等軍医正クル ト シュテヒャー博士.Rangliste1885,S.26,
243.Vgl.SHB1886/87,S.494.
(50)スネットゲル (マッヘルソ城主 PaulSnetger;マツ-ルン村 18/8/27)･三三
ネトガ-家 S垂netgerの当主は1901年にもェ-ドゥアル トで,1914年にはバウル
となっていた (Hofmann1901,S,248;Hofmann1914,S,291).バウルの相続は
1903年であった.また,バウルの娘はアグネスだけなので,｢エリーゼ ･スネット
ゲル｣は,バウルの姉妹もしくは叔母であろう,と川上 1977(a),p.14;川上
1977(b),pp.129-130は推定している.藤井 1988,pp.149-150をも参照.バウルの
妻である,Buschoeveden男爵家出身のHildegard(川上 1977(a),p.14および同氏
からの私信)と彼女の父は,バイエルン州立図書館によれば, ドイツ貴族譜
Gothaに記載されていないから,ドイツの貴族 (下級貴族 ･男爵 ･伯爵)ではな
い.また,Buschoeveden家は,ストックホルム大学図書館とチェコ国立図書館
によれば,北欧の貴族 (王妃カローラは上記のようにスウェーデン出身)でも,
チェコの貴族でもない.系譜学センターによれば,シュネ トガ一家に関する資料
はきわめて乏しい.ゴットフリー ド･ヴィル-ルム ･ディトリヒ (Ditrich) ･
シュネ トガー (1770年ヴェストファーレン･イザ-ローン市近郊ダイリンクホ-
フェソDeilinghofen村生まれ,1861年マッ-ルンで投)は1806年にリンデナウ伯
爵からマッ-ルソ城を取得した.彼の子で,騎士農場マッ-ルソを相続 したヴィ
ル-ルム (1799年ライブツィヒ生まれ,1873年マッ-ルソで没)はアグネス (旧姓
-ニソク Hennig,1803年ザクセン南部プラウェソタール Blauenthal村生まれ,
1888年マッ-ルソで没)と結婚し,13人の子供を持った.その中では,義父の事業
を引き継いで,-マーロイブスドルフHammerleubsdorf(正しくはザクセン南部
ロイブスドルフ村の一部 LeubsdorferHammer.Blaschke1957,S.297)の工場主
となったテ-オド-ア (1828年マッ-ルソ生まれ,1911年にも存命)だけが知ら
れている.後者はザクセン南部エーデラーソOederan市の名誉市民で,ザクセン
国王から1901年にアルブレヒト勲章 (第-等騎士)を授与された紡蹟工場所有者
である.Vgl.SHB1912,S.27(SHB1913,S.27,613には記載されていない.死
亡したのであろう).マッ-ルソ村のルター派教会からの回答によれば,エードゥ
アル ト･シュネトガ-の妻はレオポルディーネ (旧姓カーピッチュ Kabitzsch,
1902年没)であり,娘としてエリーザベ 71(MinnaElisabeth,1843年生まれ,
1896年没)がいた.-リーザベ トは少将カルル ･ツェソカー (Zenker)に嫁いだ.
カルル ･アウダス ト･ツェソカーは,Verlohren1910(Vgl.S.573)に,そして,
バイエルン州立図書館によれば,DeutschesGeschlechterbuchderburgerlichen
Familienにも,記載されていない.彼は,SHB1886/87,S.492(Vgl,Rangliste
1885,S.71)によれば,第2野戦砲兵連隊の連隊長 ･大佐であった.人名索引と照
合すれば,彼は1871年に聖-インリヒ軍人勲章 (騎士)を受賞している.SHB
1886/87,S.8,743.彼は,Rangliste1885,S.130-131によれば,1830年ザクセ
ン東部ノイザルツァ市近郊生まれで,1880年に大佐に任命された.彼は SHB
1888/89,S.8には聖-インリヒ軍人勲章 (騎士)の受賞者 (1871年)で,ドレ一
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スデソ在住の待命少将として記載されているが,SHB1890/91,S.8には記載が
ない.死亡したのであろう.- なお,シュネトガ一家は,1945年に追放されるま
で,騎士農場マッ-ルンの所有者であった.Heydick1993,S.44,
(51)ゼルレ (一等軍等 Sele;Dr18/10/15).第2近衛歩兵連隊第2大隊 ･大隊医の
一等軍医フリードリヒ･ヴィル-ルム･ゼレ博士,Rangliste1885,S.26,244.
Vgl.SHB1886/87,S.494.
(52)チイグレル (軍営正 Ziegler;Dr19/1/ll,2/28).近衛騎兵連隊 ･連隊医の一
等軍医正カルル ･モーリッツ･ツィ-グラー博士.Rangliste1885,S.57,242.
Vgl.SHB1886/87,S.494.
(53)チイラック (小間物商 Thierack,および,ビルナBirnaから来た親族の娘オル
-701ga;ムツチェンMutzen市 18/9/7,9/ll,9/12).前者はムッチェソ
(Mutz至垂en)市の商人バウル ･ティーラック.同市住民課回答.後者オル-は不
明.ただし,Birnaという集落はザクセンには存在 しない.Vgl.Blaschke
1957,S.8*.
(54)フォン･チエルリイニイ (少将 vonCerrinidiMonteVarchi;ブリヨオゼソ
村 18/8/29).第4歩兵旅団 ･旅団長アントーン･マ1)-ア .フォン･ツェル
リー二･ディ･モソテ ･ヴァルキ少将,Rangliste1885,S.18,128-129.Vgl.SHB
1886/87,S.478.
(55)チムメル (軍醤正Zimmer;グリムマ市 18/9/6,LP9/13-14など).帯lo歩
兵連隊 ･連隊医の一等軍医正マテーウス (Matthaus) ･カルル ･アウダス ト･
ツィマ-博士.Rangliste1885,S.53,242.彼は,SHB1886/87,S.494ではライ
ブツィヒ陸軍病院 ･院長である.なお,『日記』,18/9/6の記事に,Doehler,
Zimmerの他に軍撃正7人とあるが,85年に一等軍医正は12人いた.Rangliste
1885,S.24ト242;SHB1886/87,S.494.なお,武智 1998,p,32,蓑3を参照.
(56)ヂヤコモ (女優Frl.Diacomo;Dr19/1/ll).1879年からドレースデン宮廷劇場
に出演した女優アウグステ ･ディアコ-∠ (Diaco里0).Eisenberg1903,S･197-
198.
(57)フォン･テルスキイ (少渚vonTschirsky;Lp18/9/13).第2歩兵師団 ･師団
長の中将ア一ドルフ･レオポル7日 フォン･チルスキー･ウソト･ベーダソドル
フ (Bogendorff)のことであろう.Rangliste1885,S.17,1261127.Vgl.SHB
1886/87,S.478.
(58)ツアップフ (警鋭瞭 Zapf;Dr19/1/ll).内務省警務参事官カルル ･フォルク
マル ･ツァプフ (Volkm･Zapf互)博士 (SHB1886/87,S･406)のことであろう.
(59)デツケン (婿軍 vondenDecken;Dr19/1/ll).第1歩兵旅団 ･旋団長ギーデ
オン (Gideon) ･カルル ･アウダス ト･フォン ･デソ ･デ ッケン少将 .
Rangliste1885,S.16,126-127.Vgl.SHB1886/87,S.477.
(60)tイ-ル (陸軍省 Teucher,･Dr19/1/ll).陸軍省第2部A (法規担当)の長
(文官),枢密陸軍参事官カルル ･グスタフ･ローベル ト･tイヒャー (Ranglis-
te1885,S･1･Vgl･SHB1886/87,S,461)のことで卒ろうI
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(61) トイ-ル (Teucher;Dr19/1/18,ヰルケと同席).上記 (60)の陸軍参事官で
あろう.
(62)トットマン (音禦家 AlbertTottmann;Lp18/4/18,5/3,5/7).アルベ
ル ト･トットマンは,ザクセン国王から1875年にアルブレヒト勲章 (第-等騎士)
を,バイエルンからは音楽教授の称号を授与された,ライブツィヒの教師 (ザク
セン国籍)であった.SHB1886/87,S.44.さらに,川上 1984,pp.3ト32を参
照.
(63) ドヨオレル (軍警正 Doehler;グリムマ市 18/9/6).Rangliste1885,S.
38,242では,第 6歩兵連隊 ･連隊医の一等軍医正-イソリヒ ･アルベル ト･
フェーリクス ･デーラー博士.なお,SHB1886/87,S.494では,第10歩兵連隊の
一等軍医正.
(64)トヨプレル (Toebler;Dr18/12/14,工学校で講演).ドレースデソ工業専門学
校の実験物理学教授,枢密宮廷参事官テ-l ラ一 (Aug･Toe旦1er)博士 (SHB
1886/87,S.526)のことであろう.彼の名は,ドレースデソ工業大学文書館の回答
によれば,アウグス ト･ヨーゼフ･イグナーツであった.『椋鳥通信』,p.689の
｢AugustlgnazTopler(理学)｣である.
(65) トレンクレル (一年志願啓Trenkler;Dr18/12/6).下記 (66)の軍医のことで
あろう.
(66) トレンクレル (三等軍等.原語表記なし:Dr18/12/15).Rangliste1985
(VglS.414) ;SHB1886/87(Vgl.S.725)にはない.2年後には,SHB
1888/89,S.517によれば,徒歩砲兵連隊に二等軍医カルル ･ヴィル-ルム
(Wilh.) ･トレンクラー博士がいた.
(67)ナウマン (Naumann;Dr19/3/6,地学協合で演説).もとお雇い外国人エトム
ソト･ナウマン.
(68)ナウソドルフ (中佐 vonNaundorff;Dr19/2/14).フォン･ナウンドルフ中佐
はいない (Vgl.Rangliste1885,S.406)から,ドレースデソ陸軍刑務所 ･所長,
待命中佐アウグスト･ユーリウス ･ナウソドルフ博士 (Rangliste1885,S.ll.
Vgl.SHB1886/87,S.469)のことであろう.
(69)ニイデル ミユルレル夫人 (FrauNiedermueler;Lp18/4/18,9/29,12/
24125).アナ ･ニーダーミュラー (金子 1984,p.56;川上 1984,p.31).別記
(93)｢フォオゲル｣夫人と同じ建物に住むニーダーミュラー家は,Adre13buch
vonLeipzig1884,S.522では,ライブツィヒのニコライ学校上級教師 E.H.ニー
ダーミュラー博士,1885年版,S.543では,未亡人 A.ニ-ダ-ミュラーとなって
いる.PM 文書で見ると,夫は名をエルンス ト･-イソ1)とと言い (Vgl.SHB
1882/83,S.511),84年に没した.彼の妻アナは,｢フォオゲル｣夫人の第7子とし
て1854年に生まれた.PM lll,S72b-73;PM 201,S.7.｢高等学校
Nikolaischule｣は 『椋鳥通信』,p.720で言及されている.
(70)ニコライ (濠備少尉 AssessorNikolai;ムツチエソ市 18/9/4.なお,18/8/
29参照).｢試補｣の該当者はライブツィヒ区裁判所試補フランツ ･ノ､イソリヒ
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(Heinr.)･ニコライ.SHB1886/87,S.173.なお,Rangliste1885,S.85に,ラ
イブツィヒの後備軍歩兵第7連隊少尉としてニコライ (名は不明)が記載されて
いる.
(71)ニコライ (原語表記なし;Lp18/12/25).上記 (70)の区裁判所試補であろう.
(72)ニコライ (軍撃正 Nikolai;Dr18/12/13,12/18).第2猟兵連隊 ･連隊医の二等
軍医正ヴィクトル ･7-ゴ･アタナ-ジウス ･ニコライ博士.Rangliste1885,
S.55,243.なお,SHB1886/87,S.494では,第 1野戦砲兵連隊の二等軍医正.
(73)ネ-ルゼソ (剖教法教授 Neelsen;Dr18/10/13,12/5).ドレースデソ市立病
院解剖室長,教授フリードリヒ ･カルル ･ア一 ドルフ ･ネールゼソ博士.
Adre8buchYonDresden1886,S.341.
(74)ノッチツツ･ワルヰツツ (大臣 VonNottitz-Walwitz;Dr19/1/ll).1866年か
ら91年までの内務大臣 (一時期は外務大臣を兼任)-ルマン ･フォン ･ノ_三
ティッツ (Nogitz)-ヴァルヴィッツについては,シュミット1995,p.140を参
照.
(75)ノ､アダン (工学校Hagen;Dr18/12/7,電気燈に関する講演).ドレースデソ工
業専門学校応用物理学 ･電気工学 ･助教授エルンス ト-､-ゲン博士 (SHB
1886/87,S.525)のことであろう.
(76)-アゼ (軍嘗)夫人 (原語表記なし;Dr18/12/13).夫は第4歩兵連隊第 2大
隊 ･大隊医の一等軍医フリード1)ヒ (Friedr.)･モ-1)ッツ･--ゼ (Haase)悼
士 (Rangliste1885,S.32,245.Vgl.SHB1886/87,S.495)であろう.
(77)バアゼル (Frl.Basel;マツ-ルソ村 18/8/27,マツ-ルソ城主の知人).不明.
(78)バアメル (一等軍腎.原語表記なし:Dr19/3/6).これに相当する軍医はいな
い (Vgl.Rangliste1885,S.241-248;SHB1886/87,S.494-495)ので,下記
(82)の一等軍撃 ｢パルメル｣ Balmerのことであろう.
(79)-イドレン (大学助手 Heidlen;Lp18/6/27).UniLeip1885,S,28に臨床研
究所 (リービヒ街の市立病院にある)の内科 (med.Abtheil.)助手とあって,
UniLeip1885/86にない (Vgl･S･Ⅸ)-イ ドレン (H旦idlen)博士のことであろ
う.AdreLSbuchvonLeipzig1884には記載がない.ライブツィヒ大学文書館の回
答によれば,彼の名はリヒァル トであった.
(80)-ィ./～([建築家]Heyn,ADr18/12/7).ドレースデン工業専門学校建築学 ･設
計学教授,建設参事官ヨ-ソ (Job.)･エードゥアル ト･)レー ドルフ (Rud.)･-
イソ (SHB1886/87,S.525)のことであろう.
(81)バル トネル未亡人 (FrauDr.Baltner;Dr18/10/13).金子 1992,pp.4ト43に
よれば,医学博士の未亡人-1)-ゼ ･バヱ トラ-(Ba里tler).ザクセン州立中央文
書館およびザクセン州立図書館によれば,アナ ･ドロテーア･-1)-ゼ ･バウト
ラ- (AnnaDorotheaEliseBautler,GattineinesDr.med.)は AdreL3buchvon
Dresden1876に初めて,そして最初から医師の未亡人として,記載されている.
したがって,彼女の夫の名を知ることは困難である.当初の住所はマイセン小路
(KleineMeiL3nergasse)2番地であったが,78年に修道院路に移転した.ライブ
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ツィヒ大学文書館によればバウトラ-博士は,同大学で学んだ学生ではない.ラ
イブツィヒで学位を取得したかどうかは,不明である.
(82)パルメル (一等軍営Balmer;Dr18/ll/19,12/13).軍医部勤務の一等軍医ヨ-
ソ･-イソリヒ･パルマー博士.Rangliste1885,S.10,245.Vgl.SHB1886/
87,S.495.
(83)ビイデルマン (男爵,少尉 BaronYonBiedermann;マツ-ルソ村 18/8/
27,ドヨオペソ村 9/5).第7歩兵連隊第2大隊副官の少尉ゴシロ (Gossilo)･
ダスタフ ･ヴォルデマル ･フォン ･ビーダーマン男爵 (Freiherr)･Rangliste
1885,S.40,198.
(84)フォン･ビュロウ (ドヨオベン Doeben城主 vonBuelow;デヂツツ村 18/
8/31,ドヨオベン村 9/5).騎士農場デーベンの当時の所有者オットー ･フォ
ン･ゴ二三ウ (B亘些些)紘,まず,『ザクセン国政便覧』(SHB)で見ると,『文づ
かひ』に記される伯爵で早まなく(『日記』では単にフォン･ビュロオ氏),下級貴族
であり,1870年から93年まで,ライブツィヒ旧県の騎士農場所有者から選出され
た上院議員であった.SHB1870,S.118;SHB1892/93S.185.｢旧県｣について
は,シュミット1995,p.123を参照.オットー は1887年にザクセン国王からアルブ
レヒト勲章 (第-等騎士)を授与された.SHB1892/93,S.52.オットー ･フォ
ン･ベ-ラウとその家族,および,同家が陸軍大臣ファブリス伯爵家と親族では
ないこと,については,川上 1977(a),pp,18,21-27を参照.
ドイツ貴族資料館の教示に基づいて,Gotha,Adel,A,Jg.1902,S.70-71;
Gotha,NeueAufl.,Adel,A,Bd.6,S3ト33,および,同じ叢書の関連個所を見
ると,14世紀北 ドイツ･ボンメルソに起こった下級貴族フォン ･べ-ロー (Yon
Below)家のうち,-こンク (Henning,1410年に没)が一系統の祖となった.-ニ
ソクの孫の孫アムブロージウス (1550年に没)はザクセンに移った.そのために,
アムプロ.-ジウスの子ライヒャル ト (Reichard,1598年に没)は,ザクセン南部
ヴェソシェソドルフWunschendorf村の ｢-ル｣とされている.｢-ル｣は騎士農
場所有者の意味であろう.ライヒャル トの孫-ソス ･クリス トフ (1676年に没)
は,フォン ･べ-ラウ (vonB6hlau)に改姓した (Vgl.Verlohren1910,S.
119).-ンス ･クリストフの曽孫アントー ン (AntonSigismundJustin,1757-
1827)は,ザクセン-コープルク公国の狩猟官 (Ldjagerm.)で,グリマ市近郊の
デーベン村,ノ､ウビッツ Haubitz村などの ｢-ル｣であった.アントーンは
1779年に,デーベンの ｢-ル｣であるクリストフ･エーレンライヒ･フォン ･ア
ルニム (Arnim)の娘,マリー ･シャルロッテ (デーベンの ｢女-ル｣.1758年
デーベン生まれ,1819年デーベンで投.Gotha,Adel,A,Jg.1903,S.38)と結婚
した (なお,アントー ンよりも6代遡った,上記アンブロージウスがフォン ･
ベーロー家の女性を妻としているが,それ以後の当主の妻はフォン･ベ-ロー家
出身ではない).アントー ンの子フランツ･クリストフ･エーレンライヒ (Franz
ChristophEhrenreich,1781年バイェルソ北部メソヒレ-デソMonchroden村生
まれ,1836年デーベンで没)はザクセンの大尉で,デーベンと-ウビッツの ｢-
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ル｣であった.オットー の父である彼は,1810年に母と同姓同名の女性 (1794年プ
ラニクPlanik[所在地不明.ザクセン南西部プラ-ニッツPlanitz村の誤植かもし
れない]生まれ,1840年デーペソで没)を妻とした.しかし,この女性の名につい
ては,ルイ-ゼ ･カロリーネ (ザクセンの貴族で,プラーニッツ村などの ｢ヘル｣
であるカルル ･クリストフ ･フォン･アルニムの娘,1794年メルゼブルク市生ま
れ,1840年デーベンで没)は,フランツ･ダスタフ (?)･エーレンライヒ･フォ
ン･ベーラウと1810年に結婚した,という,Gotha,Adel,A,Jg.1903,S.39の記
.述が正しいであろう.Verlohren1910,S.120は,この女性の名をプラーニッツ村
のカロリーネ ･ルイ-ゼ ･フォン･アルニムとしている.
オット- (1820年ザクセン西部-ルチャウ Oelzschau村生まれ,1893年 ドレー
スデソで没)はザクセン上院議員で,デーペソと-ウビッツの ｢-ル｣であった
(彼の軍歴は記録されていない.Vgl.Verlohren1910,S.120).オッヤーは1850年
に,ザクセンの貴族アウス ･デム ･ヴィソケル (ausdemWinckel)家のアマーリ
- (AugusteAmalie,1828年グリマ市近郊ロイチュRoitzsch村生まれ,1903年グ
リマ市で没)と結婚した.アマーリ-の父は,ロイチュ村などの ｢-ル｣で,-ッ
セソ選帝侯国の大尉ヴィル-ルム (FriedrichWilhelmGeorgausdemWinckel,
1771年テユーリンデン･グライツ市近郊ツェ-ドリッツ Zedlitz村生まれ,1860
年グリマ市で没)であった.Gotha,Adel,A,Jg.1905,S.878.ここまでの当主の
夫人はすべて貴族であった.
オットー とアマ-リ-の間の子供は,以下の1男8女であった (『日記』には,
オットー の ｢七女｣のうち,5人,｢マリア｣,｢イイダ｣,｢トオニイ｣,｢アンナ｣,
｢-レエネ｣の名前が記され,｢一女---英名を失す｣,さらに,一女は ｢己に少佐
某に嫁せり｣,とされている.長男は記されていない).
(a)長女マルガレーテ (Luise[あるいは Louise]Margarete,1851年デーペソ生
まれ,1903年 ドレースデソで没).彼女は1877年に,ザクセンの軍人で-ノー
ファーの貴族コソスタンティーン･フォン･-ニソク-オカロル (Hoenning-
0'carrol,1841年ニーダーザクセン･ヒルデス-イム市近郊ベ T.マル Bettmar
村生まれ,1925年 ドレースデソで没)と結婚した.1902年にドレースデソに居
住しており,夫は当時,退役中将であった.なお,Verlohren1910,S.283によ
れば,1883年 (Rangliste1885,S.155では1881年)から87年まで少佐,98年に中
将となったコソスタンティーン･フリードリヒ･アウダスト･フォン ･-ニソ
ク-オカロル男爵 (ベ トマル村生まれ)の妻は,vonBolau(ママ)auf
Dobenである.コソスタンティーンとマルガレーテの間の子供は,退役大尉
(al)ダーニエール (HenningCarlDaniel,1881年ザクセツ西部ラウジック
Lausick市生まれ,1945年ザクセン西部 ロスヴァイソ市近郊ゲルス ドルフ
Gersdorf村で没)だけである.(al)ダーニエールは1923年にルイーゼ ･フォ
ン･ベ-ラウ (1897年デーベン生まれ,1929年ゲルスドルフ村で没) と結婚 し
た.この女性はダーニエールにとって,母の弟カルルの次女 (i2)である.ダー
ニエールは1931年には,イレ-ネ ･フォン ･ノスティッツ-ヴァルヴィッツ
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(IreneSabinevonNostitz-Walwitz,1902年 ドレースデソ生まれ,1977年カッ
セル市近郊ヴォルフ-ーゲソWolfhagen村で投)と再婚し,1934年にゲルスド
ルフ村に居住していた.- コソスタンティーンとマルガレーテの孫,すなわ
ち,(al)ダーニエールの子は2人いる.(iZ)ルイ-ゼとの間の (ala)上級内
務参事官カルル ･オットー (ConstantinCarlOtto,1925年ザクセン東部,(ウ
ツェソ市近郊タイ ヒニッツ Teichnitz村生まれ) と,イ レ-ネとの間の
(alb)I)リ (Lililrene,1934年 ドレースデソ生まれ)である.(ala)カル
ル ･オットーは1958年にクリスティ7-ネ ･フォン .バー ト (Christanevon
Baath,1934年メックレンブルクのグロース-シュメレンSchmolen村生まれ,
1971年フランクフル ト･アム･マイソ西方ケ-メル Kemel村で没)と結婚し,
1975年にはガブリエーレ･フォン.ブロック (GabrielevonBlock,1936年ポツ
ダム市生まれ)と再婿した.(alb)リリは1959年に農学士フリードリヒ･フォ
ン･プットラル (Friedrich[Fritz]yonButtlar,1935年カッセル市生まれ,
1978年ギーセソ市で没)と結婚した.Gotha,Adel,B,Jg.1934,S.214-215:
Schicksalsbuch1994,S.182.- したがって,『日記』に,｢己に少佐某に嫁せ
り｣,と記されている ｢一女｣は,このマルガレーテである.
(b)次女アン トー ニ- (AntonieAmalie,1852年デ-ベン生まれ).彼女は未婚
で,1902年にはグリマ市に居住していた.Gotha,NeueAuflリAdel,A,Bd.6に
は記載がない.- 森 1996,p.286によれば,1936年に (グ7)マ市で- 川上
1977(a),p.24)捜した.これが 『日記』の ｢1,オエイ｣である.
(C)三女エリ-ザべ ト(KlaraElisabeth,1854年デーベン生まれ,1925年マイセン
市近郊ポーレンツ Polenz村で没).彼女は1886年に,ザクセンの軍人で貴族
(ポーレンツ村の ｢-ル｣)のクル ト･フォン ･トレーブラ- リンデナウ
(‖ans拡urtHermannYonTrebra-Lindenau,1846年ザクセン南部シュネーベ
ルク市生まれ,1925年ポーレンツ村で没)と結婚した.彼女は1902年にはポー
レンツ村に居住しており,夫は当時,退役少佐であった.なお,1884年に少佐で
退役したクル トの妻は,YonBohlauaufDobenであり,クル トは騎士農場ポー
レンツの所有者である.Verlohren1910,S.513;Hofmann1901,S.250.クル
トとェリーザべ トの間の子供は2人いた.(cl)長女エ リーザべ ト (Elisabeth
Felicie,1887年グリマ市近郊ゼ-リンクシュテットSeelingstadt村生まれ,
1973年ゲッティンゲン市で投)は独身であった.(C2)長男フリー ドリヒ
(HansKurtFriedrich,1890年ポーレンツ村生まれ,1942年の居住地も同じ.
1973年にミュソヒェソ近郊ウンクーヴァイルバッ-Unterweilbachで没.退役
大尉)は,1921年にシャル ロッテ ･ウ- リヒ (CharlotteAgnesMartha
Uhlich,1903年ザクセン西南部グレーザ Glosa村生まれ,1983年にヴィ-ス
パーデソ市居住)と結婚した.- クル トと-1)-ザべ トの孫,すなわち,
(C2)フ1)-ドリヒの子は以下の5人である.(C2a)ヨアヒム (HansKurt
Joachim,1925年ザクセン北部ゲルツェソWurzen市生まれ)は,1961年にクレ
ス ･フォン･クレッセソシュタイン (KreL3V.Kressenstein)男爵家のイソグリ
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ト(Ingrid,1935年 ミュソヒェソ生まれ)と結解し,1983年にはウソターヴァイ
ルバッ-城で農業を営んでいた.(C2b)7-ベルタ (MariaHubertaElisabeth,
1927年ゲルツェソ市生まれ)は,1963年に建築家ヨーゼフ ･ヴォルフ (1909年
ボン市に近いジークブルク Siegburg市生まれ,1964年同市で没)と結婚し,
1973年に織物商人ディータ一 ･-ルシュテンパ ッ- (DieterHalstenbach,
1923年グッパータール市生まれ)と再婚し,1983年にデュッセル ドルフ市近郊
カールス トKaarst村に住んでいた.(C2C)マンフレーt(Ha_nsChristoph
Manfred,1928年ゲルツェソ市生まれ)は技術者で,1966年にカタ1)-ソ･ク1)
スティアンス (KatharinChristians,1939年-ソブルク生まれ) と結婚 し,
1983年にカナダ ･ヴァソクーヴァ-市に住んでいた.(C2d)ラインヒル ト(Fe-
1icieBrigitteReinhild,1930年ポーレンツ村生まれ)は,1958年に経済学博士-
ル トムー7,･シュルツェ (HartmutSchulze,1930年エルフル 7.市生まれ)と結
婚し,1983年にヴィースパーデソ市に住んでいた.(C2e)-ソス--インリヒ
(Hans-HeinrichEberhard,1936年ポーレンツ村生まれ)は木材商人で,1967年
にオティ-1)ェ (ティレ) .ローマイア (Ottilie[Tile]Lohmeyer,1938年ザク
セン西南部ケムニッツ市生まれ)と結婚 し,1983年に l)ユーネブルク市近郊
ゼ-フェタール Seevetal村に住んでいた.- クル tと-1)-ザベ トの孫 (男
系)の子を見ると,(C2a)ヨアヒムの子供は,(C2al)フベル トウス (Hubertus
Friedrich-WilhelmKonstantin,1965年生まれ) と,(C2a2)クレーメンス
(C1emensKurtHans-Christoph,1968年生まれ)の2人 (いずれもミュンヒェ
ソ生まれ)である.(C2C)マンフレー トの子供は,(C2cl)カラ (Cara
Kristina,1967年生まれ),(C2C2)シャルロッテ (CharlotteDorothea,1967年生
まれ)と,(C2C3)マクシミーリア-ソ (MaximilianGeorg,1969年生まれ)の
3人 (すべてヴァソクーヴァ-市生まれ)である.(C2e)-ソス--インリヒの
子供は,(C2el)アレクサンダー (CurtAlexander,1968年生まれ) と,
(C2e2)フリドヨフ (FridtjofArne,1970年生まれ)の2人 (いずれも西アフリ
カ ･コートジボアールのアビジャン市生まれ)である.Gotha,Adel,A,Jg.
1942,S.523-524;Gotha,NeueAufl.,Adel,A,Bd.17,S.471-472,
(d)四女アナ (AnnaFranziska,1855年デーベン生まれ,1939年グリマ市で没).
彼女は末姫で,1902年にはグリマ市に居住していた.川上 1977(a),p.25を参
照.
(e)五女マl)- (SophieMarie,1857年デーベン生まれ).彼女は1891年に,-
ノーファーの貴族でプロイセンの軍人ヴォルデマル ･フォン ･グルーベン
(WoldemarKarlEngelbertFriedrichyonGruben,1842年-ンブルク近郊-ヒ
ト-ウゼソHechthausen村生まれ)と結女昏した.1901年に-ノーファー市に居
住しており,夫は当時,プロイセンの退役大佐であった.Gotha,Adel,A,Jg.
1901,S.332.系譜学センターによれば,1901年以後のヴォルデマル ･フォ
ン･グルーベンとその家族については,記録がない.
(f)六女-ルタ (HerthaMeta,1859年デーベン生まれ,1931年 ドレースデソで
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没).｢一女･･･-其名を失す｣,とされた彼女は,1885年に-ノーファーの貴族で
ザクセンの軍人ギュソタ一 ･フォン ･デア ･シュー レンブルク (Gunther
FranzWernerWilhelmBodoYonderSchulenburg)伯爵 (1859年ニーダーザク
センの--レンHehlen村生まれ,1935年 ドレースデソで没,ザクセン退役中
棉)と結婚 し,1902年にライブツィヒに居住 していた.なお,Verlohren
1910,S.476によれば,1886年まで少尉であり,1910年に大佐となったギュソ
タ一 ･フォン ･デア ･シューレソブルク---レン (Hehlen)の妻は von
BohlauaufDobenである.SHB1914,S.452では彼は伯爵,少将である.ギュ
ソタ-と-ルタの間の子供は以下の3人である.(fl)長女ユーリ- (Julie
Hertha,1887年ザクセン西部ラウジヅク市生まれ)は,1907年にザクセンの貴
族で軍人-ソス ･フォン･レ-マー (HansRudolfKarlvonR6mer,1877年マ
イセン市近郊レート-イソLothain村生まれ,1917年ロシア領西 ドグィナ河畔
ヤーコブシュタッ7,Jakobstadta.d.Dunaで戦死,大尉.Gotha,NeueAufl.,
Adel,B,Bd.1,S.364.なお,1909年に中尉となった HansRudolfKarlvon
Romerの妻は,GrafinYonSchulenburgである.Verlohren1910,S.439)と
結婚し,1942年 ドレースデンに居住していた.(f2)次女ゲル トルー ト (Gerト
rudHeleneLuise,1888年ライブツィヒ生まれ)は,1912年にザクセンの貴族で
ゲッティンゲン大学美術史教授のゲオルク･フィットゥ-ム･フォン ･エヅク
シュテット (BertoldGeorgVitzthumvonEckstadt)伯爵 (1880年 ドレースデ
ソ近郊オ-,i-レースニッツ OberlosfSsnitz村生まれ,1945年グッティンゲソ
市で没)と結嬉し,1942年ゲッティンゲン市に居住 していた.(f3)長男ア
ヒャーツ (AchatzGunther,1891年グリマ市生まれ,1932年ライブツィヒで
投,退役大尉)は,1924年アネ リーゼ ･シュタイガー (Annelieseverw.Rei-
chardtgeb.Steiger,1891年 ドレースデソ近郊ロイテヴィッツLeutewitz村生漢
れ,1942年にザクセン中部コスヴィヒCoswig市に居住)と結婚したが,実子は
いない.Gotha,Graf,A,Jg1942,S.483;Gotha,NeueAufl.,Graf,Bd.10,
S.472.--ギュンクーと-ルタの孫を見ると,まず,(rl)長女ユー リ-
(1954年にバーデソのフライブルク市に居住)の子供は次の 4人である.
(fla)ユッタ (JuttaCharlotte,1908年ケムニッツ市生まれ)紘,1907年に退
役少佐エーバー-ル ト･クルー-ッファー (EberhardKruhoffer,1888年エル
ザスの1)エツツェルノ､ウゼソLutzelhausen[1)ユツェルーズLutzelhouse]村
生まれ)と結婚し,1954年にメックレンブルクのゴル トベルク市近郊ディース
テロー Diestelow村に居住していた.(flb)アスタ (AstaHerthaMargareth-
e,1909年ケムニッツ市生まれ)は,農業者コソゾラ-ティ･フォン･-イリゲ
ソブルソ-バウホ-フ (PeterMariaConsolatiYonundzuHeiligenbrunnund
Bauhof)伯爵 (1910年チェコスログァキアのプレロウツPrelouc村生まれ)と
1938年に結顛昏し,1954年にイタリア ･トレント州セレニヤーノSeregnano村に
居住していた.(rlc)エリーザベ ト(ElisabethJulie,1912年-ノーファー市生
まれ)は,独身で,1946年 レート-イソ村で没した.(fld)ヨプスト-クリスト
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7 (1915年ケムニッツ市生まれ)は,マリーア-テレ-ゼ ･エーミヒェソ
(Maria-ThereseOehmichen,1917年 ドレースデソ生まれ)と1949年に結婚し,
1954年にフライブルク市に居住していた.このうち,(fld)ヨプスト-クリス
トフには,フライブルク市生まれの 2人の子がいる.(fldl)フベル 下ゥス
(HubertusJobstChristophBode,1949年生まれ)と,(rld2)-ソス-クリス
トフ (1952年生まれ)である.次に,(f2)次女ゲル トル-T.(1951年ゲッティ
ンゲン市で没)の子供は以下の3人である.(f2a)カローラ (JulieCarola,
1913年キール市生まれ)は1938年に,大学職員-ソス-ヨアヒム ･フォン ･
アーベントロート(Abendroth,1909年 ドレースデソ生まれ,1973年にゲッティ
ンゲン市で投)と結婚し,1975年ゲッティンゲン市で没した.(f2b)ルイ-ゼ
(HerthaHeleneLuise,1914年キール市生まれ)は1939年に,農業者ユルゲソ
-ヴィル-ルム ･リンパウ (Rimpau,1910年ブラウンシュヴァイク市近郊シュ
ランシュテッtLSchlanstedt村生まれ,1974年ニーダーザクセンのアイソペ ッ
ク市近郊フォルダグゼソVoldagsen村で没)と結婚し,1981年にアイソペック
Einbeck市に居住していた.(f2C)アグネス (GertrudAgnes,1917年キール
市生まれ)は1944年に,退役大佐-ソス ･ウル1)ヒ･シュミット-ユンクス ト
(Schmidt-Jungst,1895年シュレージエソのグライヴィッツ Gleiwitz村生ま
れ,1967年カッセル市近郊 ミュソデソHann,-Munden市で没)と結婚 し,
1981年にゲッティンゲン市に居住していた.Gotha,NeueAuflリAdel,B,
Bd.1,S.364;Gotha,NeueAufl.,Graf,Bd.10,S.472.
(g)七女-レーネ (HeleneLucie,1861年 ドレースデソ生まれ).彼女は未婚で,
1902年にはグリマ市に居住していた.Gotha,NeueAuflHAdel,A,Bd.6には記
載がない.一 森 1996,p.286によれば,1918年に (グリマ市で一一川上
1977(a),p.24)没した.
(h)八女イーダ (IdaCharlotte,1862年デーベン生まれ,1944年 ドレースデソで
没).彼女は1895年に,-ノーファーの貴族でザクセンの軍人-クベル t･フォ
ン･メ-ディンク (EgbertMagnusFriedrichEliasvonMeding,1865年 ドイツ
北部メックレンブルクのシュヴェーリン市生まれ,1948年ザクセン北部コル
ディッツ市で没)と結婚し,1902年にはメックレンブルク･シュトレーリッツ
のメレンペックMolenbeck村に,1928年までは,ドレースデソから北東に約
50血離れたブシュヴィッツPuschwitz村に居住していた.夫はザクセンの退役
騎兵大尉であった.二人の間に子供はなかった.Gotha,NeueAuflUAdel,A,
Bd.5,S.292.- この ｢イイダ (,フォン,ビュロオ)｣(『日記』,Dr19/
2/10)について,第 1に,イーダ ･フォン･べ-ラウの弟の三女 ･末子である
｢フォン･ライウスウイッツ (あるいはライスウィッツ)男爵夫人｣の回答に基
づく,川上 1977(a),pp.25-26によれば,イイダ (鴎外滞在当時23歳,金髪で,
快活な美人)が ドレースデソの宮城で女官として仕えた事実はないが,彼女が
舞踏会などで宮城に招待された折 りに,鴎外と再会した可能性はある.第2に,
1884/85年から1895年までの 『ザクセン国政便覧』の ｢宮内省｣女官として,
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ベ-ラウ姓の女性は,まったく記載されていない.第3に,ザクセン州立中央
文書館からの回答によれば,同館所蔵の宮内省文書の中の女官に,イーダ ･
フォン･ベ-ラウは記錠されていない.- Ranglisteによれば,夫の-クベル
ト･フォン･メ-ディソクは1895年にグリマ駐屯第 2軽騎兵連隊の中尉 (S.
69,244),97年 (S,252)と98年 (S.252)にノ､ノーファー市のドイツ陸軍馬術
研究所勤務,99年 (S.259)に再び第2軽騎兵連隊中尉,1900年 (S.412)に待
命中尉,1902年 (S.428)に待命大尉となっている.ザクセン州立中央文書館の
陸軍関係文書によれば,エクベル トは,1899年に退役した後,グリマ市,次いで
メックレンブルクのバート･ドべラーソBadDoberan市に,1907年頃から東部
ザクセンのブシュヴィッツ村に住んでいた.同文書館回答.彼は,1901年には
まった く別の家族に属 していた騎士農場ブシュグィッツ (Vgl.Hofmann
1901,S.117)杏,1914年には所有していた.Hofmann1914,S.121.イーダ夫
妻が1928年以後どこに住んだかは,明らかでない.妻のイーダが1944年に ド
レースデソで,夫の-クベルトが1948年にコルディッツ市で没したことが,知
られているだけである.以上から見て,イーダは,フォン･メ-ディソク ｢騎兵
大尉｣(当時は中尉- 松尾)と ｢結婚した当時はドレスデソの北東のプッシュ
ウィッツに新居を構えたが,その後夫とともにドレスデソに住んだ｣,との記述
(川上 1977(a),p.23)のうち,前半の部分は誤りである.
(i)長男で末子のカルル (KarlChristianEhrenreich,1865年デーペソ生まれ,
1945年デーペソで没.職業は記載されていないから,デーペソの ｢-ル｣であろ
う).彼は1893年に,フォン･ゲルスドルフ (Gersdorff)男爵家のアナ (Anna
CharlotteHarrietPolixena,1872年 ボ- ミア ･ファー レンシュテ ッ ト
Fahrenstedt生まれ,1946年デーベンで没)と結婚し,1902年にデーベンに居住
していた.妻アナは,ザクセン東部オーバーラウジッツに発するフォン ･ゲル
スドルフ男爵家 (aufFahrenstedt)のカルル (PaulKarlChristianFriedrich
HektorLudwig,1811年マン-イム市生まれ,1890年シュレースヴィヒ市で投,
-ッセソ大公国の退役中尉)の娘であった.Gotha,NeueAuflUFreiherr,A,
Bd.2,S.136,138-139.- 森 1996,p.286を参照.
カルルとアナの間の子供は,以下の1男4女である (川上 1977(a),p.21の1
男3女は誤りである.ライスヴィッツ男爵夫人は末子ではあるが,三女ではな
く,四女である).
(il)長女エルゼ (AmalieCharlotteElse,1895年デーベン生まれ).彼女は独身
で,1962年にリーザ市に居住していた.- 森 1996,pp.283,285によれば,名
は Amalieではなく,Annalieで,1976年に没した.なお,川上 1977(a),p.
18に記されている ｢最後の家名継東者｣が彼女であろう.
(i2)次女ルイ-ゼ (MarieCharlotteLuise,1897年デーベン生まれ).彼女は
Gotha,NeueAufl.,Adel,A,Bd.6に記載されていないが,既述のように,父親
の長姉マルガレーテの長男 (al)ダーこエールの妻となった.--森 1996,
p.283によれば,名は MarieAnnaLuiseであったという.
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(13)長男カルル ･オットー (1901年デーベン生まれ,1944年にポーランドで戦死.
職業と軍人の階級の記載はない).結婚の記事が Gotha,NeueAuflリAdel,A,
Bd.6にないから,彼は独身であったと考えられる.
(i4)三女-ルタ (Hertha,1904年デーベン生まれ).彼女は1934年に,農業者グー
ア-ル ト･ミュラー (1900年 ドイツ北部ノイシュテッティン郡のアル トファル
ム Altvalm村生まれ,1945年にポーランドで戦死.軍人の階級は不明)と結婚
した.彼女の1962年の住所は (il)長姉エルゼと同じであった.- 森 1996,
pp.283,285によれば,彼女は1990年に没し,子供5人があった.
(i5)四女ユッタ (Jutta,1912年デーベン生まれ).彼女は1932年に,シュレ-ジェ
ソに発するフォン･ライスヴィッツ-カーダージン (ReiswitzundKadersin)
男爵家のヴェソツェル (AlfredWilhelmWenzel,北ザクセン･コルディッツ市
近郊の世襲財産農場ポーデルヴィッツPodelwitzおよびコルメソColmenの所
有者,1908年ロシア領1)I.アニアのダウゾギルDauzogir村生まれ)と結婚した
(川上 1977(a),p.21で,｢三人娘の末子｣とされている ｢フォン･ライウスウ
イッツ男爵夫人｣が,この女性である).ヴェソツェル ･フォン･ライスヴィッ
ツ-カーダージン男爵夫妻は1962年にはチリ国サンチャゴ市に居住していた.
男爵夫妻の子供,つまり,(i)カルルの孫は以下の1男3女である.(i5a)マ
リーア (HeleneAnnieElseUrsulaHedwigMaria,1933年ポーデルヴィッツ村
生まれ)は,1960年にア一口･フルスカイネソAaroHurskainen(1934年-ルシ
ソキ市生まれの牧師)と結婚 し,1962年にフィンランドのルオビオイネン
Luopioinen郡に住んでいた.(i5b)翻訳家のノーラ(WaldtrautMargaEIsbeth
Nora,1934年ポーデルヴィッツ村生まれ)は,1962年に独身で,ミュンヒェソ
に居住していた.(i5C)ジーリ(JuttaSigrid[Siri],1937年ポーデルヴィッツ村
生まれ)は,1958年にペーテル ･ゴロヴァシュ(PeterGolowash,1922年ロシア
領カザフのウラーリスクUralsk市生まれの商人)と結婚し,1962年にサンチャ
ゴ市に居住して十た･(i5d)末子のアルフレート(WenzelCarlAlfred,1941年
ザクセン西部ライスニヒLeisnig市生まれ)ち,1962年にサンチャゴ市に居住
していた.Gotha,Freiherr,A,1942,S.390:Gotha,NeueAuflりFreiherr,A,
Bd.7,･S.394. (次女ルイ-ゼ (i2)の子もカルル (i)の孫である.)
したがって,デーベンのフォン･ベ-ラウ家の男系は,戦没した子カルル ･
オットー (i3)よりも1年長命であった,彼の父,すなわち,イーダの弟,カル
ル (i)の死によって,1945年に断絶した.Gotha,NeueAuflHAdel,A,Bd.
6,S.31のベ-ラウ家の項には,冒頭に ｢男系断絶｣と記されている.
現在デーベンに居住 している医博フベル トゥス ･フォン ･ベ-ロー (Hu-
bertusLutzeKarlFriedrichYonBelow,1959年-ソブルク近郊ヴェーデル
Wedel市生まれ)は,デーペソのフォン･べ-ラウ家と同族ではあるが,オス
ト･プロイセンに領地を持ち,1438年頃に没したクラウス (デーベンのべ-ラ
ウ家の祖である上記-ニソクの弟)を祖とするフォン･ベ-ロー家に属する.
著名な歴史家,フライブルク大学教授ゲオルク (GeorgAntonHugo) ･フォ
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ソ･ベ-ローの弟カルル (KarlFritzOtto,1860年ケ一二ヒスベルク市近郊アル
プレヒツ---AJbrechtshdbe村生まれ,1940年オス ト･プロイセン州の領地
ゼルペンテンSerpentenで没.1887年に結婚した妻は,シャルロッテ ･ライ
ヒェル トCharlotteDorotheeReichert,1858年ザクセン東部ザ-ラウSaalau村
生まれ,1935年ゼルペンテンで没)の子カルル (KarlErnstGeorg,1895年ゼル
ペンテン生まれ,1962年に同地に居住.1925年に結婚した妻は,フォン･デ
ア･ゴルツ (Goltz)男爵家の-マ,1903年ベル リーン北方メルテンス ドルフ
MertensdoTf村生まれ 1962年にセルペンテンに居荏)の子カルル ･フリード
リヒ (KarlFriedrichHenning,1926年ゼルペンテン生まれ,1962年にホルシュ
タインのオス トロー- Ostrohe村に居住.1954年に結婚した妻は,マリー
ア･フォン･ゲルムWurmb,1930年ヴィヅテンベルク市生まれ,1962年にオス
トロー-村に居住)の第二子である.第一子は,1955年-ソブルク生まれのラ
インヒルト(ReinhildEmmaBrigtte)である.この系統の当主は15世紀以来,
デーベンのフォン ･べ-ラウ家の女性と患婚 していない.Gotla,Adel,A,
1902,S.76-79;Gotha,NeueAufl.,Adel,A,Bd,6S.40-44.フベル トゥ
ス ･フォン･ベ一口-博士が私に送ってくださった系図 (部分)によれば,
ベ-ラウ家と同博士のべ-ロー家とは16世紀に10世代目で分かれており,同博
士は21世代目に,ベ-ラウ家の最後カルル ･オットー は20世代目に当たる.
以上の事実から見て,｢現在,イイダ姫の子孫がこの (デーベン)城を買い戻
し,城の再建に取り範んで｣おり,この ｢フォン･べ-pウ氏は,グリンマの病
院で働く眼科の医学博士である｣(金子 1996,p.282)という文章の前半は,読
りである.｢統一後西 ドイツから戻ってきたという,べ-ラウ家の後喬に当る
べ-ロウさん｣,｢｢ビュロウ｣家の後商に当る人｣フベル トス ･フォン･ベ一口
ウ,という表現 (森 1996,pp.280,287)も同様である.
(85)ビュロウ (男爵,中佐 BaronYonBuelow;トレプセソ市 18/8/28,ネル-ウ
市 8/30).第7歩兵連隊 ･参謀の中佐ゲオルク･フォン･ビューp-男爵(塾生
垣聖).SHB1886/87,S484;Rangliste1885,S･39,144-145;Verlohren
1910,S.159.ただし,彼は,上記 (84)の ｢ビュロウ｣家の親族 (小堀 1969,
p.660)ではない.
(86)ヒヨオゼル (友人 Hoesel;Lp18/7/30,8/13).UniLeip1884/85,S.65の医
学部学生オットー (0.) i--ゼル (1859年生まれ,83年春から在籍)かもしれな
い.彼はUniLeip1885,S.Ⅸ,64には大学関係者としても学生としても記載され
ていない.
(87)ビョオム (AgatheBoehm;Dr19/1/17,観劇に同行).不明.AdreL3buch
vonDresden1886に,Bohm および Bahme姓の人物は多数いるが,アガーテ ･
ベームは記載されていない.また,1882,84,86年の軍医に,そして,1885年の軍
人にも,この姓の人物はいない.Vgl.SHB1882/83,S.473-475:SHB1884/85,
S.477-479;SHB1886/87,S.494-495;Rangliste1885,S.391.
(88)ビルヒ.ヒルシユ7-ル ド (病膿解剖科教授 Birch-Hirschfeld;Lp18/4/29な
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ど).ライブツィヒ大学一般病理学 ･病理解剖学教授,医務参事官フェリック
ス tヴィクトル ･ビルヒニヒルシュフェル ト博士.UniLeip1885,S.8.
Vgl.SHB1886/87,S.511;武智 1997,p.47.
(89)ファブリイス (陸軍卿あるいは兵部卿 Fabrice;Dr18/5/12,グリムマ市 9/
6,Dr19/1/6,1/ll).｢pオト逝きぬ｣では軍務大臣.1866年から1891年ま
で陸軍大臣であり,76年から閣僚会議議長,82年から外務大臣を兼務した騎兵大
将アルフレート(GeorgFriedrichAlfred)･ヱ_旦∠ ･ファブリス伯爵 (1818年フ
ランス北部リール市近郊ケスノワ･スユル ･ドゥ-ル QuesnoysurDeule生ま
れ,1891年 ドレースデソで没.1884年から伯爵)については,シュミット1995,
pp.33,38を参照.彼の妻は,プロイセンの枢密参事官 ･狩猟担当官 (Oberjager-
meister),ルートヴィヒ･フォン･デア ･アッセブルク (Asseburg)伯爵の娘ア
ナ (Anna,1822年-ルツ山地のマイスドルフ村 Meisdorf生まれ,1850年結婚,
1897年 ドレースデンで没.『日記』,19/1/6にも,大臣夫人の名が ｢アンナア ･フ
ォン･デル ･アツセブルク｣と記されている)であり,3男 1女を産んだ.その長
男はエーバー-ル ト(EberhardFriedrichLudwigAlfred,1851年 ドレースデソ生
まれ),次男はアルフレート (AlfredFriedrichAlexander,1853年生まれ),三男
はフリードリヒ (FriedrichAlfredCarl,1856年生まれ)で,いずれもザクセンの
軍人 (ただし,次男は1873年からプロイセン軍に移った)であり,長女 (第三子)
はアナ (AnnaHeleneCharlotte,1854年生まれ)であった.- 長男エーバー-
ル Ttは,フォン.アルニム (Arnim)と離別したフl)-デリッケ (あるいはフリー
ダ) ･フォン ･グンドラッ- (Gundlach)と1877年に結婚 した (アナ ･ゾ
フィー ･フリーデ1)-カは,メックレンブルクのヴィスマル郡長 [Amtshaupt-
mann]カルル ･アウダスト･フォン･グソドラッ-の娘で,1843年 リューベック
市近郊ガ-デブッシュGadebusch市で生まれた.彼女は1863年に,北 ドイツ ･
ウッカーマルクのズッコ-Suckow の ｢-ル｣,退役中尉ゲオルク ･アブラ-
ム ･コソスタンティーン･フォン･アルニムと結解した.メックレンプルク ･ル
ター派教会文書管理部回答).エーバー-ル トは,フ1)-デリツケが1899年に没し
た後,1903年に ロン ドンでイギ リス人-セル ･ペイ ン-ス ミス (Ethel
Payne-Smith,1868年英国ケンブリッジシャーのレグェリントソLeverington村
生まれ,1926年英国コーンウォールのロース トヴィジール城 CastleLostwithiel
で没)と再婚した.1939年にエーバー-ル トはローストヴィジール城に居住 して
いた.彼の子供は記録されていない.長女のアナは1882年に,-ソケル ･フォ
ン･ドナースマルク (HenckelYonDonnersmarcka.d.Siemianowitz)伯爵家の
7-ゴ (HugoAmandLazarusArthur,1857年シュレ-ジエソのクラゲァルン
Preut3isch-Krawarn村生まれ.Gotha,Graf,B,Jg.1941,S.190)に嫁いだ.次男
と三男については結婚の記載がない.NDB1959,S.729;Gotha,Graf,Jg.1886,
S.297;Gotha,Graf,B,Jg.1939,S.150(ここには次男,三男と長女は記載されて
いない) ;Verlohren1910,S.211.大臣ファブリス伯爵の自宅の場所と私文書の
散逸はすでに言及した.貴族系譜書 Gothaへのフォン･ファブリス伯爵家の記載
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は1939年でもって終わる (系譜学センター)ので,長男エーバー-ル トの没地 ･
没年は明らかでない.- 『文づかひ』で ｢メエル-イム｣は,(ビュロオ伯の姫
たちの)｢一人は吾友なるファブリイス伯 (大臣のよっぎの子)に嫁ぎ｣,(フアブ
1)イス)｢大臣の夫人はこ､のあるじの姉･-･･･なり｣と語 り,｢ィ､ダ姫｣も,｢フ
ァブリイス伯爵夫人のわが伯母なること｣,そして,｢わが姉もかしこ (ファブリ
イス家)にあれど･--｣と主人公小林に語っているが,これはまったくの創作で
あることが,以上から分かる.川上 1977(a),p.22も,ファブリス伯爵家とデーペ
ソ城主べ-ラウ家との間には親戚関係はまったくない,と記している.一一ファ
ブリス大臣夫人に関しては,Gotha,Graf,B,Jg1939,S.150に,｢ザクセン大公妃
の女官長｣(OHofmeisterinderFrauGhzginYonSachsen)との記載がある.第 1
に,当時のザクセン国王の宮廷を見ると,女官長が2人いた.王妃付き女官長は
フォン･グロービヒ男爵夫人 (Freifrauv.Globig,geb.V.WeiL3enbach)であり,
王女付き女官長はルイーゼ ･フォン･ツェ-ドリッツ (Louisev.Zedlitz)であっ
た.SHB1886/87,S.143,145.前者グロービヒ男爵夫人は名をエリーザべ ト フ
リーデリーケ ･テレーゼといった.Gotha,Adel,A,Jg.1911,S294,第2に,ザ
クセン大公国を見てみる (ザクセン国王の子と孫はザクセン公であって,ザクセ
ン大公ではない.VgLSHB1886/87,S.3).アルテソブルク市のリンデナウ博物
館とヴァイマル市のアナ ･アマーリア公妃図書館によれば,当時のザクセン大公
はザクセン-ヴァイマル-アイゼナ-大公国のカルル ･アレクサンダーであり,
大公妃はオランダ ･オラニエソ家出身のゾフィー ･ヴィル-ルミーネ ･マリー ･
ルイ-ゼであったが,大公妃の女官長がファブリス大臣夫人であったかどうかは
不明である.
(90)フアルクネル (計官 Falkner;マツ-ルソ村 18/8/28).第7歩兵連隊第2大隊
の主計官カルル ･アウグス ト･フェルディナント･ファル クナ-.Rangliste
1885,S41,250.
(91)フイツシェル (一等軍撃 Fischer;Dr18/10/15).工兵大隊 ･大隊医の一等軍医
カルル ･ユーリウス ･エルンスト･フィッシャー博士.Rangliste1885,S.75,
244.Vgl.SHB1886/87,S.494.
(92)フィンケ (市司令官 Finke少将 ;Dr18/5/12).ドレースデソ衛成軍 (Kom-
mandantur)司令官は,ベルンハル ト オスカル ･フォン･ヱ∠ケ (F望n里ke)生
壁 (Rangliste1885,S･5,124.VgLSHB1886/87,Sl465)であった.
(93)フォオゲル (寡婦 FrauVogel;Lp17/10/23,18/12/23).ヒルデガル 十･
フォーゲル (金子 1984,p.56;川上 1984,p.31).彼女は AdreL3buchvon
Leipzig1884,S.522では商人の未亡人であった (住所は上掲個所では1)-ビヒ衝
3番地,AdreLSbuchYonLeipzig1885,S.543では5番地- 金子 1984,p.63,
注 (6)が1885年のこの地番変更に言及している.『日記』,17/10/23(3番地)と
｢自紀材料｣,17/10/22(5番地),および,川上 1984,p.31では混同されてい
る).PM 文書によれば,彼女 (1824年生まれ,旧姓ラッティヒ Lattich)の夫
は,仲介業者 (AgentundCommission畠r)グイー ド (Guido) ･アレクサン
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ダー ･フォ-ゲル (1867年没)であった.PM 111,S.72b.
(94)プラニッツ (鋳造局 vonderPlanitz;Dr19/1/ll).大蔵省鉄道局 ドレースデ
ソ旧市街駅 ･助手ルー トヴィヒ ･フェルディナント･エ ドラー (Ludw.Ferd,
Edler)･フォン･デア･プラ-ニッツ.SHB1886/87,S.294.なお,1865年に中
将で退役し,1888年にドレースデンで投 したベルン-ル ト.ユー ドラ一 ･フォ
ン･デア ･プラ-ニッツ,あるいは,1883年から陸軍参謀部長 (大佐),1891年か
ら陸軍大臣 (中将)となるカルル ･バウル ･フォン･デア ･プラ-ニッツ (すな
わち,｢pオ ト逝きぬ｣の ｢軍務大臣フォン･デル ･プラニッツ｣)は,BFj人であ
る.Verlohren1910,S.405.Vgl.Rangliste1885,S.136-137,294-295;シュ
ミット1995,pp.44,146.
(95)フリイゼソ (外交官 Friesen;Dr19/1/ll).外務省参事官-イソリヒ･アウグ
ス ト･ルイ トベル ト (Heinr.Åug.Luitbert) ･フォン ･77)-ゼソ男爵.SHB
1886/87,S.555.ただし,彼には著作はない.Vgl.GV,Bd.42(1981),S.
180.なお,1866年から大蔵大臣と外務大臣を兼任して,内閣を主導したリヒャル
ト フォン･フリ-ゼソ男爵は,1876年に退任して,ザクセン政治史第一級の資
料と見なされる 『回想録』(Friesen1880)を出版したが,1884年に没していた.
故大臣フリーゼソ男爵については,シュミット1995,pp.33,36-37,113,224を
参照.
(96)フリイデリヒ (衛生格校合 ･骨頭 C.Friedrich;Dr18/ll/19).第2近衛歩兵連
隊第 2大隊 ･大隊医の一等軍医カルル ･フェルディナ-/ト･エーL,-/フリー ト･
71)-デリヒ (Fried竺rich)博士 (Rangliste1885,S･26,244)のことであろう.
彼は,SHB1886/87,S･494では第2猟兵大隊の-等軍医である.FriegIich姓の軍
医はいなかった.Vgl.Rangliste1885,S.395;SHB1886/87,S.601.
(97)ブリイム-ソ (Bliemchen;Dr19/1/18, トイ-ル,ヰルケなどと同席).
AdreLSbuchvonDresden1886には,この姓は記載されていない.この姓の人物は
1882,84,86年の軍医に,1885年の軍人にも,いなかった.Vgl.SHB1882/83,
S.473-475;SH古1884/85,S,477-479;SHB1886/87,S.575;Rangliste
1885,S.391.
(98)フリヨツセル (女優 Frl.Floessel;Dr19/1/ll).1882年からライブツィヒ市立
劇場に所属した女優アウグステ ･フレッセル.Eisenberg1903,S.267.
(99)-エペ (内務省Haepe;Dr19/1/ll).内務省補佐官,枢密参事官7-ゴ･--
ペ.SHB1886/87,S.387.
(100)-エネル (書生 Haenel;Lp17/10/23).UniLeip1884/85,S.60には神学部学
生ヨ-ソ･--ネル (J.H注hnel),医学部学生ミヒャエル ･--ネル (M.Hahnel)
と法学部学生アウダスト･--ネル (A.Hanel)が記載されているが,これら3人
の住所はいずれもl)-ビヒ衝3番地ではない.別記 (102)｢-ツセ｣と (143)｢ワ
ウエル｣以外にリービヒ街3番地に住んでいた学生は,医学部のアウダス ト･ジ
ンツ (A.Sinz)であった.UniLeip1884/85,S.106.
(101)べツケル (軍嘗正 Becker;Dr18/10/15).狙撃兵連隊 ･連隊医の二等軍医正
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ヴィル-ルム ･エーミール ･ベッカー博士.Rangliste1885,S.47,243.
Vgl.SHB1886/87,S.494.
(102)-ツセ (書生 Hesse;Lp17/10/23).リービヒ街3番地に住む医学部学生ゲオ
ルク･-ッセ (G.Hesse)であろう.UniLeip1884/85,S,63.
(103)-ツセルバ- (三等軍営Hesselbach;Dr19/2/27).第 1野戦砲兵連隊の三等
軍医アル トゥル (Arth) ･カルル ･ゴットリープ ･- ッセルバ ッ-博士.
Rangliste1885,S.70,248.ただし,SHB1886/87,S.495では名はゴットロープ
(Glob.)となっている.
(104)-ルジヒ(来貢府大学司書,濠備役大尉Helsig;ブリヨゼン村 18/8/29,マツ
-ルソ村 9/5).ライブツィヒ大学図書館の次席司書カルル ･ルードルフ･ベル
ンハル ト ヘルとヒ (Hel車g)(UniLeip1885,S･26･VgLSHB1886/87,S･
519)のことであろう.なお,Rangliste1885,S.110にはライブツィヒの後備軍第
7連隊第 1大隊大尉として He13ig(名は不明)が記載されている.
(105)ベルク (Bertha,姓は不明.代言人ヰルケの婚約者 ;Dr18/ll/23,19/3/2).
上記 (7)代言人ヰルケの項で記したように,婚姫登録文書が現存しないので,徳
女の姓ばかりでなく,彼女が弁護士ヴィルケと結婚したかどうかも,不明である.
金子 1992,pp.43-45を参照.
(106)ベルツ (師 Dr.Erw.Baelz,Lp17/12/15,12/17,18/2/27,7/25).ェル
ヴィソ･ベルツ博士は 『国政便覧』では,1877年から1894年までライブツィヒ大
学医学部講師として記載されている.SHB1877(すでに来日),S.446;SHB
1884/85,S.496;SHB1886/87(鴎外のザクセン滞在時),S.512;SHB1894,
S.597.なお,UniLeip1885,S.10では,｢休暇中｣となっている.『椋鳥通信』,
p.830に ｢ErwinBaelz(留学,人類学｣が言及されている.
(107)-ルビヒ (軍撃正 Helbig;Dr18/10/15).第2野戦砲兵連隊 ･連隊医の二等軍
医正カルル ･エルンス ト･-ルビヒ博士.Rangliste1885,S.72,243;SHB
1886/87,S.494.
(108)-ルビヒ (原語表記なし;Dr18/12/10,｢カシノ｣で演説).上記 (107)の軍
医であろう.
(109)-ルマン (主婦ベルタ Bertha;Dr19/1/26,城街の-ルマン Herrmann酒
店).不明.ドレースデソ市立文書館の回答によれば,1880-90年の刊行住所録に
宮城街の Herrmann'sRestaurantは記載されていない.
(110)ベンシユ (印刷業者 JohannesBaensch-Drugulin;LP18/8/25).印刷業の
ヴィル-ルム･ドゥルグリン (W.Drugulin)商会のヨ-ネス ･-クベル ト･ベン
シ ュ.AdreLSbuchvonLeipzig1884,S.10.
(111)ポオヱルス ([画家]Pauwels;Dr19/1/ll).ドレースデソ美術アカデミー会
員 ･歴史画教授フェルディナント･パウヴェルス (SHB1886/87,S.403-404)の
ことであろう.
(112)ポッセ (記録局 Posse;Dr19/1/6).王立文書館の文書館参事官オ ッ
トー ･ア-デルベルTL(Adelb.)･ポッセ博士.なお,館長は枢密行政参事官ヨ-
-117 -
340
ソ (Joh.) ･バウル ･オッt一･-ッセル (Hassel)博士であった.SHB1886/
87,S.149.
(113)ホフマン,フランツ (ライプチヒ大学 FranzHofmann;Lp17/10/23から18/
9/14までしばしば).実験衛生学教授,衛生学研究所所長フランツ･ホ-フマン
博士 (SHB1886/87,S.511;UniLeip1885,S.7).彼については,金子
1984,pp.51-53(p.53,下段8行目の ｢HofmannFranz｣はHofmann,Franz,の
誤植である) ;伊達 1989,pp.85-92;武智 1997,pp.1-4を参照.彼の妻に関
しては上記 (ll)｢ウソデルリヒ (夫人)｣の項を参照.さらに,鴎外の第-回ホ-
フマン教授訪問日に関する 『日記』の記事および通説に対してほ,中井 1996,
pp.198-199が疑問を挺出している.
(114)ホヨオブレル (書籍鮒吏 Hoebler;Dr19/2/24).王立図書館司書コソラー
ト ニーブラ- (Konr･H旦bler)博士 (SHB1886/87,S.147)のことであろう.
なお,この図書館については,上記 (9)｢ウヨルマン｣の項を参照.
(115)ポルチウス大佐 (Portius)の娘 (Dr19/2/12,少渚シウリヒの舞踏合).父
は,陸軍参謀部技術部のうち,陸軍施設建設部門の長であるアウグス Tl･ポル
ティウス大佐.Rangliste1885,S.136-137.Vgl.SHB1886/87,S.464.
(116)マイ (商貫 Mai;Lp17/10/23,18/12/25). 上記 (93)｢フォオゲル｣夫人
の隣室に住んでいた,ライブツィヒ銀行出納係 1)ヒャル ト･マイ (AdreL3buch
vonLeipzig1884,S.211,522;AdreL3buchvonLeipzig1885,S.543)のことで
あろう.
(117)マイエル (Dr.A.B.Meyer;Dr19/1/4,1/20).ツゲィンガー宮殿の動物
学 ･人類学 ･民族学博物館館長,宮廷参事官ア一 ドルフ ･ベル ン-ル ト
(Bernh.)･マイ7-博士.SHB1886/87,S.147.
(118)マイェル (民類寧展覧場 ･鮒長 Dr.Meyer;Dr18/ll/26).上記 (117)の館長
である.
(119)マイスネル (軍啓正 Meissner;Lp18/1/18).ライブツィヒ陸軍病院 ･院長
(ライブツィヒ駐屯軍 ･軍医長および第2歩兵師団 ･師団医を兼任),一等軍医正
-トムソト バウル ･マイスナー博士.Rangliste1885,S,10,241.Vgl.SHB
1884/85/S.477.さらに,川上 1984,p.35を参照.ただし,SHB1886/87には記
載がない.
(120)マンゴル ト(裁判所 vonMangoldt;Dr19/1/ll).ドレースデン地方裁判所主
任-ソス ･バウル ･フォン･マンゴル ト SHB1886/87,S.162.
(121)マンゴル ト ライボル ト(中尉 vonMangoldt-Reiboldt;Dr19/1/13).近衛騎
兵連隊 ･副官のエーリヒ (Erich) ･グスタフ ･カルル ･フェルディナン ト
(Ferd.) ･フォン ･マンゴル ト-ライボル ト中尉.Rangliste1885,S.56,
218.Vgl.SHB1886/87,S.488.
(122)ミユルレル (少尉 Mueler:ネル-ウ市 18/8/31).第 7歩兵連隊 (第2大
隊)第7中隊の少尉アルフレート･ミュラー (Rangliste1885,S.40,207)のこと
であろう.
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(123)ミユルレル (原語表記なし;Dr19/1/21, ｢カシノ｣で演説).下記 (124)の
軍医であろう.
(124)ミユルレル (一等軍営Mueler;Dr18/ll/22,19/2/24).軍医部の一等軍医カ
ルル ･ブルーノ･ミュラー博士.Rangliste1885,S.10,245:SHB1886/87,
S.495.
(125)メ-ル-イム (中尉 Meerheimb;ネル-ウ市 18/8/31).アーダルベル ト
ルートヴィヒ･ロータル (Lothar) ･フォン･メールノ､イムは,大尉アーダルベ
ル ト･ルートヴィヒ･フォン･メール-イム (1815-56)の子であった.生年不
明で,1898年に没した.彼は1875年に士官候補生,77年少尉,84年第7歩兵連隊
([第2大隊]第7中隊- Rangliste1885,S.40)の中尉となり,1892年に中尉で
退役した.Verlohren1910,S.355.彼の名はRangliste1885,S.192ではア-デル
ベル トである.このように,Verlohren1910とRangliste1885では彼の姓の前に
フォンが付けられており,『文づかひ』では男爵とされている.しかし,ドイツ貴
族資料館によれば,貴族系譜書 Gothaに記載がない (Gotha,NeueAufl.,
Freiherr,B,Bd.1のフォン･メール-イム男爵家は別の家系である)から,彼は
貴族ではない.また,彼は,ザクセン州立中央文書館によれば,ザクセンの騎士農
場の所有者でもなかった.
(126)メツソウ (大尉 Messow;ウユルシユヰツツ村 18/8/30-31).第7歩兵連隊
(第1大隊)第4中隊 ･中隊長エルンスト･メッソー大尉.Rangliste1885,S.
39,182;SH古1886/87,S.485.
(127)モソツ (賂軍 GeneralGrafvonMonts;Dr19/1/ll).大将フォン･モソツ伯
爵は,SHBにも Rangliste1885にも Verlohren1910にも,記載されておらず
(Vgl.SHB1886/87,S.666-667:Rangliste1885,S405;Verlohren1910,S.
370),この名の将軍はドイツ全体にもいなかった (バイエルン州立図書館回答)
ので,下記 (128)の中将モンべのことであろう.- ここで問題となりうるフォ
ン･モンツ伯爵は二人いた (1832年生まれと1835年生まれ).Gotha,NeueAuflリ
Graf,Bd.ll,S.232.しかし,彼らはザクセンの官吏 ･軍人でなく,ドレースデン
駐在の外交官でも,ザ クセンの勲章の受賞者でもなかった.Vgl.Rangliste
1885,S.405;SHB1886/87,S.666:Verlohren1910,S.370.
(128)モンベ- (少賂 Monbey;Lp18/1/18).1821年に生まれ,70年に少将,73年
から第2歩兵師団 t師団長,75年に中将,85年3月から第2近衛歩兵連隊随員 (a
lasuite)の中将アルバーソ･フォン ･モソ± (AlbanYonMontb卓･SHB1886/
87,S.481;Verlohren1910,S,370.Vgl.Rangliste1885,S.26;AdreL3buch
vonDresden1886,S.325)のことであろう.しかし,彼は上記 (127)のモソツ
伯爵と異なって,爵位を持っていない.モソべ中将の父,ヨーゼフ･フリードリ
ヒ･アウグスト･フォン･モンべ (1779-1832,少佐で1825年に退役)は1806-
09年にナポレオン戦争に参加しているが,子のモンベの最初の実戦参加は1849年
のドレースデソ (三月革命末期の五月騒乱漠圧)であった.Verlohren1910,S.
370.なお,Monbey将軍はザクセンにいない.
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(129)ラアデストツク (三等軍醤 GeorgRadestock;Dr18/12/15).騎銃兵連隊の三
等軍医マックス .ゲオルク･ラーデシュtック博士.SHB1886/87,S.495.しか
し,Rangliste1885には記載がない.
(130)ライ-ソバノ､(大挙衛生部の僕 Reichenbach;Lp18/12/27).衛生学研究所の
用務員71)-ド1)ヒ･ライヒェソバッ-.UniLeip1885,S.30.
(131)ライン,オツトオ (要人 OttoRein ;Dr19/1/1).店員 (Commis)カル
ル ･ダスタフ ･オ ットー (C.Gstv.0.) ･ライン.AdreBbuchYonDresden
1886,S.387.
(132)1)ブシウス ([建築家]Lipsius;Dr19/1/ll).ドレースデソ美術アカデミー会
員 ･建築学教授ヨ-ソ･リブシウス (SHB1886/87,S.403-404)のことであろ
う.
(133)リユレマン (軍腎正 Ruehlemann; ワアゲルヰツツ村 18/9/7,Lp9/
13-14など).第 7歩兵連隊 ･連隊医の二等軍医正グスタフ ･7- ドルフ ･
1)ユーレマン博士.Rangliste1885,S.41,243.Vgl.SHB1886/87,S,494.
(134)フォン･リヨオベン (少佐 vonLoeben;トレプゼソ市 18/8/28,デヂツツ
村 8/31).第7歩兵連隊第 1大隊 ･大隊長マクシミーリア-ソ ･エルンス ト･
フォン･レ-ベン少佐.Rangliste1885,S.39,152-153.Vgl.SHB1886/87,
S.484.
(135)フォン･ルウドルフ (中洛 VonRudorff;ブリヨオゼソ村 18/8/29,Dr19/
1/ll).第 1歩兵師団 ･師団長フランツ･フリードリヒ･フォン‥レー ドルフ中
将.Rangliste1885,S.16,124-125.Vgl.SHB1886/87,S.477.
(136)ルウドルフ嬢 (Frl.Rudolf;Dr19/2/17,舞跨合に同席).不明.1882,84,
86年の軍医,1885年の軍人に,この姓の人物はいない.Vgl.SHB1882/83,S.
473-475;SHB1884/85,S.479;SHB1886/87,S.494-495;Rangliste1885,
S.409.AdreL3buchYonDresden1886,S.411には,この姓の女性が2人いるが,
いずれも未亡人である.後備軍には2人のルードルフ (Rudol里担)少尉 (名は不
明)がいた.一人は後備軍第 1軽騎兵連隊の少尉 (アナベルクの後備軍第 1連隊
第2大隊所属),他は後備軍第2槍騎兵連隊の少尉 (予備軍 ドレースデソ大隊所
属)であった.Rangliste1885,S.92,94,99,115.
(137)ルチウス妓 (Frl.Lucius;Lp17/10/23から18/12/30までしばしば).PM 文書
によれば,当時ルーティウス姓の若い女性として,第 1に,商人グィル-ルム ･
カルル ･--バー-ル ト･ルーティウスの娘ヨ-ンネ ･カロ1)-ネ (1859年生ま
れ)とオッテ1)一 ･コソコルディア (1860年生まれ)および息子カルル ･ア一 ド
ルフの妻マリー ･-レ-ネ (1860年生まれ,旧姓ゲ-リンクGehring)がいた.し
かし,彼女たちは家族でブルク街に住んでいた.PM 198,S.2b,39b.第2に,
PM92,S.214bとPM189,S.12に現れる,別のルーティウス家を見る.上級国
境監視官 (Obergrenzcontrol[leur].彼の名は記されていない)の未亡人クラー
ラ･ルーツィウス (旧姓ツァイジヒZeisig,1834年ザクセン南西部アイベンシュ
トック市生まれ,1882年ライブツィヒで没)は,1872年にアイベンシュトックか
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らライブツィヒの孤児院街 (Wais[e]nh[aus]str.-1879年からリービヒ額に改称)
2番地に転居してきた.そこで,上級国境監視官ルーツィウスを 『国政便覧』で検
索してみると,SH古1857,S.151とSHB1858,S.155で,ザクセン大蔵省ツィッ
タウ関税局の上級国境監視官となっているカルル ･テ-オド-ア ･ルーツィウス
が,これに該当するであろう.彼の初出は,SHB1854,S.144におけるアイベン
シュトック関税局の書記 (Actua一)である.ツィッタウ市ルター派教会文書館か
らの回答によれば,第 1に,上級国境監視官カルル ･テ-オド-ア ･ルーツィウ
スは同市 (ザクセン東部)で1858年に34歳で没した.したがって,彼は1824年頃に
生まれたわけである (生地は不明).第2に,アイベンシュトック市で生まれた彼
の息子-ソス ･エードゥアルトは,3歳余りで1857年にツィッタウ市で没した.
したがって,この子は54年生まれで,後述の記録と照合させると,第2子 ･次男
となる.第3に,クラ-ラ･-レ-ネは,カルル ･テ-オド-ア ･ルーツィウス
と妻クラーラ (旧姓ツァイジヒ)の第3子として1855年 9月8日に生まれ,同市
のルター派教会で9月19日に洗礼を受けた.- ところで,ライブツィヒに移っ
てきた時,未亡人クラーラは,PM 文書によれば,アイペソシュトックで1852年
に生まれた長男クル ト･ア一ドルフ･テ-オド-ア,および,ツィッタウで生ま
れた,娘クラーラ･-レ-ネ (55年 9月11日生まれ,とされている)と三男カルル
(58年生まれ)の3人を伴っていた.(この場合,アイベンシュトック市は未亡人
クラーラ白身と長男 ･次男の生地であり,また,彼女の夫のおそらく最初の任地
である.そして,ツィッタウ市は彼女の長女 ･三男の生地であり,また,亡夫の最
後の,おそらく第二の任地である.)クラーラ･-レーネの長兄と弟については,
追加の記載がない.クラーラ･-レーネは地位 ･職業欄にまず娘と記載され,吹
の行にピアノ教師と追加されている.彼女の住居はライブツィヒで何度も変わっ
た.まず,母親と同じ孤児院衝2番地であり,次いでトゥルナ-宿 (Turnerstr.)
10b番地,ゾフィーエソ街 (Soph[ien]str.)33番地,デュフール街 (Duf[our]str.)
21番地,さらにリービヒ街3番地,1890年から-ミリーエソ街16番地,95年から
ジド一二エソ衝10b番地であった.90年以前の転居の時期は記載されていない
が,鴎外滞在当時にはリービヒ街 3番地と推定される.ただし,この3番地が
1885年に5番地に改称されたことは,上記 (93)｢フォオゲル｣夫人の項で述べ
た.彼女はグリマ市-こと衝 (Hennigstr,)10b番地のナータン (Nathan)を訪問
中,1932年8月29日にグリマ市で没した.グリマ市立文書館の回答によれば,
1928年に-ニヒ衝10番地にはナ-タン家の4人 (男1人,女3人)などが住んで
いた.- このクラーラ･-レ-ネ ･ルーツィウスについては,今一つの事実が
判明する.すなわち,彼女 (音楽学校への届出によれば1855年9月11日生まれ)は
1872年春から75年まで丸3年間ライブツィヒ音楽学校でピアノを学んだ,とライ
ブツィヒのメンデルスゾーン音楽演劇大学から回答があった.この音楽学校 (『日
記』,18/8/19の ｢市禦堂 ConservatoriumderMusikinLeipzig｣)は,1843年に
関学した,ドイツ最初の音楽学校であり,初代校長は,ライブツィヒゆかりの大
バッ-を再発見し,ライブツィヒ･ゲヴァント-ウス管弦楽団の指揮者でもあっ
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た作曲家フェリックス ･メンデルスゾーンであった.Forner1992,S.4,6.い
ずれにせよ,彼女一家のライブツィヒ移転の一原因は彼女の音楽学校入学のため
であった.- ザクセン州立ライブツィヒ文書館とライブツィヒ市史博物館によ
れば,彼女は-レーネ ･ルーツィウスとして1892年 (S.294)から1931年までの
AdreL3buchvonLeipzigに記載されている.住所は1892年にエミ1)-エソ街16番
地,97年からジド一二エソ街13b番地,1902年からアルソト衝10番地,1916年に
アルント衝12番地,30-31年にシェソケンドルフ街13番地であった.職業は初め
はピアノ教師,1906年以後には音楽教師であった.このクラーラ ･-レ-ネ ･
ルーツィウスが 『日記』の ｢ルチウス嬢｣であろう.彼女は音楽家であったから,
ライブツィヒ大学聖パウロ合唱団演奏会 (『日記』,18/2/ll,2/13の ｢サン
ト･パウリ唱歌会｣)に関心を持っていた,と考えられる.ただし,彼女の誕生日
について問題がなお残っている.『日記』,18/9/13によれば,彼女の誕生日は9
月11日とされている.確かに上記 PM文書とライブツィヒ音楽学校への届出にお
いても9月11日である.しかし,ツィッタウの文書によれば,彼女は,既述のよう
に,9月8日に生まれ,9月19日に洗礼を受けた.この違いはどうして生じたの
であろうか.なお,川上 1984,pp,32-33は,1905年のライブツィヒ住所録に現れ
るピアノ教師-レ-ネ ･ルーチウス (アルソト街10番地)を ｢ルチウス嬢｣と推定
している.
(138)レナル ド(中尉 MaxLenard;ロシュヰツツLoschwitz18/12/6).1885年の
軍人にこの人物はいない.Vgl.Rangliste1885,S.404.ただし,AdreLSbuchvon
Loschwitz1886,S.17には,近似した姓として K.Th.Lehnertが記載されてい
る.そこで,ふたたびRamglisteを見ると,予備軍 ドレースデソ大隊工兵部隊の少
尉としてレーナート (Lehnert.名は不明)が記載されている.Rangliste1885,
S.116.
(139)ロイスマン (聯隊司令官,大佐 Leusmann;Lp18/1/18,マツ-ルソ村 8/
28,ネル-ウ市 8/30,グリムマ市 9/6,ムツチエソ市 9/10,Lp9/13).第
7歩兵連隊 ･連隊長ヨ-ソ ･ア一ドルフ ･ヴィル-ルム ･ロイスマン大佐.
Rangliste1885,S.39,134-135.Vgl.SHB1886/87,S.484.
(140)ロオト(軍国等長,軍撃監WilhelmRoth;Lp18/4/29;Dr18/5/12-14;グ
リムマ市 18/9/6;Dr18/10/15から19/3/7の別庭までしばしば).｢ロオ ト逝
きぬ｣で一等婿撃と表現されている彼は,軍医部の長である軍医監 (この階級の
軍医はザクセンに当時一人しかいなかった)で,ドレースデン工業専門学校 (級
には工業大学.｢ロオト逝きぬ｣では高等工学校)衛生学教授を兼務していた.
SHB1886/87,S.493,526(Rangliste1885,S.241;小閑 1991,p.60;武智
1995(a),p.27によれば,名はグィル-ルム･アウグスり .彼の自宅の場所はすで
に言及した.鴎外は,陸軍にはいって2年後の明治16年から,軍医講習生に衛生
学を講義したが,その時,ロートとルードルフ･レックスの共著 『陸軍衛生学概
論』(3BdeHBerlin1872-77. ｢ロオト逝きぬ｣では 『軍陣衛生法』)の一部を
利用したようである.この書物は,当時の最も優れた衛生学教科書であった.武
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智 1995(a),pp.27131,35.ロートは,鴎外の推薦によって明治19(1886)年に勲
二等旭日重光章を授与された.鴎外は他に ｢クリイソ｣,｢ウユルツレル｣と｢ヰル
ケ｣も推薦したが,これは実現しなかった.小閑 1991,pp.59-61.さらに,梶
渓 1991,pp.26-27を参照.
(141)R.Lorentz(GasthofzurSonneの主人 ;ネル-ウ市 18/8/28).ローレンツの
名は検証できないが,1)ヒャル トあるいはライン-ル 7.ではないか,とネルヒャ
ウ市史編纂者から回答があった.
(142)ワイガント(小学校教師Weigand;Lp18/8/13).アルベル ト街11番地に住む
タイヒマン学校教師ダスタフ ･ヴァイガント (AdreL3buchvonLeipzig1885,
S.384)のことであろう.
(143)ワウエル (書生 Wauer;Lp17/10/23).リービヒ衝3番地に住む医学部学生
レーオボル ト･ヴァウアー (LWauer)であろう.UniLeip1884/85,S.115.
(144)ワグネル (Wagner;Lp18/6/ll).ライブツィヒ大学の特殊病理学 ･治療学教
授,臨床研究所所長,枢密医務参事官エルンスト･レ-ベレヒトtヴァ-グナー
博士 (UniLeip1885,S.8.Vgl.SHB1886/87,S.511)のことであろう.｢石黒
軍嘗藍に上る書の一節｣に,｢ワグネル,･･ ･,コクチウス等の大学教授参申侯｣,
とあるからである.なお,武智 1997,p.47を参照.
(145)ワグネル,グスタアフ (友人 GustavWagner;Lp18/7/30).不明.Uni
Leip1884/85,S.恥 114;UniLeip1885,S.Ⅷ,110;UniLeip1885/86,S.
Ⅶ,114に,大学関係者としても学生としても記載がない.
(146)ワグネル (大隊長,少佐 Wagner.マツ-ルソ村 18/8/27,ネル-ウ市 8/
28-29,ドヨオベン村 9/5-6;Lp9/13).第7歩兵連隊第 2大隊 ･大隊長
モーリッツ･マックス ･ヴァーグナ-少佐.Rangliste1885,S.39,1521153.
Vgl.SHB1886/87,S.484.
(147)ワルテル (HeleneWalther;マツ-ルソ村 18/8/27,マツ-ルソ城主の知
人).不明.
(3)引用文献目録
(I)森鴎外著作 (『鴎外全集』,岩波書店)
｢うたかたの記｣,｢文づかひ｣,第2巻,1971.
｢普請中｣,第7巻,1972.
｢椋鳥通信｣,第27巻,1974.
｢石黒軍啓監に上る書の一節｣,第28巻,1974.
｢鳴呼ヰル-ルム,ロオト逝きぬ｣,第30巻,1974.
｢自紀材料｣,｢猿逸日記｣,第35巻,1975.
｢鴎外漁史が ｢うたかたの記｣｢舞姫｣｢文つかひ｣の由来及び逸話｣(いわゆる ｢自作小説の
-123一
346
材料｣),｢改訂水沫集序｣,第38巻,1975.
(i)邦語文献
浅井 1986-浅井卓夫,『軍医鴎外森林太郎の生渡』,教育出版セソクー.
梅漢 1991-梅沃昇 (蘇),『明治期外国人叙勲史料集成』,第2巻,思文閣出版.
金子 1984-金子幸代,｢ライブツィヒ時代の森鴎外｣,『鴎外』,34号.
金子 1985-金子幸代,｢ライブツィヒ時代の森鴎外I｣,『鴎外』.36号.
金子 1986(a)-金子幸代,｢鴎外とドイツ女性｣,『鴎外』,38号.
金子 1986(b)-金子幸代,｢都市空間としてのライブツィヒ｣,『鴎外』,38号.
金子 1988-金子幸代,｢ドレスデソ時代の森鴎外｣,『鴎外』,43号.
金子 1992-金子幸代,『鴎外と女性』,大東出版社.
金子 1996-金子幸代,｢鴎外とドイツの現代J,『鴎外』,59号.
金子 1997-金子幸代,｢森鴎外の古文書 120年ぶりに発見｣,『神奈川新聞』,741号 (12月
14日).
嘉部 1985-嘉部嘉隆 .檀原みすず (編),『森鴎外集 猫逸三部作』,和泉書院.
川上 1977(a)-川上俊之,｢『文づかひ』紀行｣,『鴎外』,20号.
川上 1977(b)-川上俊之,｢『文づかひ』紀行補遺｣,『鴎外』,21号.
川上 1984-川上俊之,｢独逸日記の世界(1)｣,『鴎外』,34号.
小閑1991-小関恒雄,｢鴎外のドレスデソ時代の逸文｣,『日本医事新報』,3519号 (10月5
日).
小堀 1969-小堀桂一郎,『若き日の森鴎外』,東京大学出版会.
シュミット1995-GerhardSchmidt(松尾展成 ･編訳),『近代ザクセン国制史』,九州大学
出版会.
武智 1995(a)-武智秀夫,｢ロートとその著書 『陸軍衛生学全書』｣,『鴎外』,56号.
武智 1995(b)-武智秀夫,｢留学が実現するまで｣,『鴎外』,57号.
武智 1997-武智秀夫,｢ライブチッヒでの衛生学研修∴ 『鴎外』,61号.
武智 1998-武智秀夫,｢ライブチッヒ時代の軍事研修｣,『鴎外』,62号.
伊達 1981-伊達一男,『医師としての森鴎外』,積文堂.
伊達 1989-伊達一男,『医師としての森鴎外 統』,構文堂.
中井 1996-中井義幸,｢軍医森鴎外再考｣,『鴎外』,59号.
中川 1988-中川浩一,｢デゥ-ベンは 『文づかひ』と無関係｣,『鴎外』,43号.
若木 (5)1983-若木虎雄,｢鴎外研究年表(5)留学時代(1)｣,『鴎外』,33号.
若木 (6)1984-若木虎雄,｢鴎外研究年表(6)留学時代(2)｣,『鴎外』,34号.
藤井 1988-藤井啓行,｢｢森鴎外展｣雑感- ミュソヒェン,ベルリン,マッ-ルソ｣,『鴎
外』,43号.
松尾 1990-松尾展成,『ザクセン農民解放史研究序論』,御茶の水書房.
松尾 1998(a)-松尾展成,｢ザクセンにおける日本人(1)-(3)｣,『岡山大学経済学会雑誌』,29巻
4号,30巻1号,30巻2号.
松尾 1998(b)-松尾展成,｢来日したザクセン関係者｣,『岡山大学経済学会雑誌』,30巻1号.
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森 1996-森首,｢五年ぶりのデーベン｣,『鴎外』,58号.
矢部 1992-矢部良明,『中国陶磁の八千年』,平凡社.
ルーラント1996-VolkerRuhland(松尾康成 ･編訳),｢ザクセン九月臣乱期の3人の重要
人物(1)｣,『岡山大学経済学会雑誌』,28巻 1号.
(ii)欧文文献
AdreLSbuchvonDresden-AdreB-～ndGeschaJts-HandbuchderKoniglichenResidenZ一
undHauptstadtDresden,Dresden.
AdreL5buchvonLeipzig-LeipzigerAdreBbuch,Leipzig.
AdreLSbuchvonLoschwitz-AdT･eB-undGeschafts-HandbuchfurLoschwit之,Dresden
Blaschke1957-KarlheizBlaschke(Hrsg.),Hz'stol･ischesOrtsverzeichnisvowSachsen,
Leipzlg.
Boltz1996-ClausBoltz.L'JapanischesPalais-Inventar1770undTurmzimmerlnventar
1769",in KeramosZeitschn'JtderGeselschaftderKeramikjreundee.V.Dussel-
dorf,Heft153.
DresdnerHeftei994-DresdnerHefte12DresdnerSchloB GeschichteundWieder-
aufbau,Dresden.
Duden1974-DerglobeDuden,Bd.6,AussprachwbTierbuch,2.Aufl.Mannheim
Ehrenstein1852-H.W.vonEhrenstein(Hrsg.),DasKonigreichSachscnmachden
neuestenamtl'chenUnterlagen,Dresden.
Eisenberg1903-LudwigEisenberg,GroBesBiographischesLexikonderDeutschen
Buhneim 19.JahrhundeTt,Leipzig.
F6rster1994-BarbelForster/ReinerGroL3/MichaelMerchel(Hrsg.).DieBestandedos
SachsischenHauptstaatsarchivsandseinerAuBenstelenBazLtZen,Chemnitzund
Freiberg,Bd1,Leipzig.
Former1992-JohannesFormer,HochschulefarMusikandTheaterFelixMendelssohn
BartholdyLeipzig 150JahreMusikhochschule1843-7993,Leipzig
Friesen1880-RichardFreiherrvonFriesen,ErinnerungenausmeinemL,eben,2Bde.
Dresden
Filhrer1933-FuhrerdurchdasehemalgeResiden之-SchloBanddieAusstelung'Au一
gustderStarkeandseiTZeZeit',Dresden.
Gemaldegalerie1992-StaatlicheKunstsammlungenDresden(Hrsg.),Gemaldegalerie
DresdenAlteMcisteT･.KatalogderausgesteltenWerke,Leipzlg
Gotha,Adel,A,Jg.1901,1902,1903,1905,1911,1942-GothaischesGenealogisches
Taschenbuch,AdeligeHawser,A.Jg.1901(Gruben).Jg.1902(BelowundBohlau),
Jg.1903(Amim),Jg.1905(ausdenWinckel).Jg.1911(Globig),Jg.1942(Trebra-Lin-
denau),Gotha.
Gotha,Adel,B,Jg.1934-GothaischesGenealogischesTaschenbuch,AdeligeHawser,B,
Jg.1934(Hoenning-0'Carrol),Gotha.
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Gotha, Graf, Jg. 1886=Gothaisches Genealogisches Taschenbuch, Gräfliche Häuser, Jg.
1886 (Fabrice), Gotha.
Gotha, Graf, A, Jg. 1942 = Gothaisches Genealogisches Taschenbuch, Gräfliche Häuser,
A, Jg. 1942 (Schulenburg-Hehlen), Gotha.
Gotha, Graf. B, Jg. 1939, 1941 = Gothaisches Genealogisches Taschenbuch, Gräfliche
Häuser, B, Jg. 1939 (Fabrice); Jg.1941 (Henckel von Donnersmarck), Gotha.
Gotha, Neue Auf!., Adel, A, Bd. 5, 6, 17= Genealogisches Handbuch des Adels, Adelige
Häuser, A, Bd.5 (Meding), 1960; Bd. 6 (Below und Böhlau), 1962; Bd. 17 (Tre-
bra-Lindenau), 1983 Limburg.
Gotha, Neue Auf!., Adel, B, Bd. 1= Genealogisches Handbuch des Adels, Adelige
Häuser, B, Bd.l (Römer), Glücksburg/Ostsee 1954.
Gotha, Neue Auf!., Freiherr, A, Bd.2, 7= Genealogisches Handbuch
Freiherrliche Häuser, A, Bd.2 (Gersdorff), 1956 Glücksburg/Ostsee;
witz), Limburg 1969.
Gotha, Neue Auf!., Freiherr, B, Bd. 1= Genealogisches Handbuch des Adels, Frei-
herrliche Häuser, B, Bd. 1 (Meerheimb), Glücksburg/Ostsee 1954.
Gotha, Neue Aufl., Graf. Bd. 10, 11 = Genealogisches Handbuch des Adels, Gräfliche
Häuser, Bd. 10 (Vitzthum von Eckstädt), 1981, Bd.1I (Monts), Limburg 1983.
Grimma 1992 = Grimma. Bilder aus der Stadtgeschichte, zusammengestellt von Carla
Ihle-Becker, Horb am Necker.
Grimma-Nachrichten=Nachrichten für Grimma und Umgegend.
GV=Gesamtverzeichnis des deutschsprachigen Schrifttums 1700-1911, München.
Heydick 1993=Lutz Heydick, Rittergüter und Schlößer im Leipziger Land, Beucha.
Hofmann 1901, 1914=H. L. Hofmann, Die Rittergüter des Königreichs Sachsen, 1901,
1914 (2. Auf!.), Dresden.
Jessen 1977= Hans Jessen (Hrsg.), Die Zeitschriften des deutschsprachigen Sprachgebie-
tes von 1871 bis 1900, Stuttgart.
Kästner 1990=Ingrid Kästner (Hrsg.), 575 Jahre Medizinische Fakultät der Universität
Leipzig, ~eipzig.
Karte 1890= Karte des Deutschen Reiches in 100000 d. n. L., Stand 1890, hrsg. vom
topogr[aphischen] Bureau des Königl[ich] Sächs[ischen] Generalstabs, O. O. u. 1.
Löffler 1992=Fritz Löffler, Dresden, so wie es war, 5. Auf!., Düsseldorf.
Löffler 1994=Fritz Löffler, Das alte Dresden, 12. Aufl., Leipzig.
Marx 1 992 = Harald Marx / Heinrich Magirius, Gemäldegalerie. Die Sammlung Alte
Meister. Der Bau Gottfried Sempers, Leipzig.
Meinhold 1881 = Meinhold' s Führer durch Dresden zu seinen Kunstschätzen, Umge-
bungen und in die Sächsisch-Böhmische Schweiz, Dresden. (Reprint Braunschweig
1991.)
Menzhausen 1965=Ingore Menzhausen, "Die Turmzimmer-Vasen", in: Dresnder Kunst-
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blatter,Bd.9,
Muler1995-JanekMiler,DasResidenZSChloBzuDresden,Dresden.
NDB1959-NeueDeutscheBiograL,hie,Bd4,Berlin.
Pietsch1996-UlrichPietsch,MeiBnerPorzelanundseineostasiatischenVorbilder.
Leipzlg.
Porzelansammlung1989-StaatlicheKunstsammlungenDresden(Hrsg.),PorZClansamm-
lungimZwingeT,5.Aufl,Dresden
Rangliste-RanglislederKbniglichJgachsischenArmee,Dresden
Reichel1972-FriedrichReichel, Z`urGeschichtedesTurmzimmerslm ehemaligen
DresdenerResidenzschlofS〝,in:DresdnerKunstblatter.Bd.16.
Reiche11980-FriedrichReichel,AltjaタanischesPorzelan Arita-PoT･zelaninder
DresdenerSammlung,Leipzig.
SachsischeLebensbilder1938-SachsischeLebensbilder,hrsgvonderSachsischen
KommissionfurGeschichte,Bd2,Leipzig
Schicksalsbuch1994-SchicksalsbuchdesSachsisch-ThuringischenAdels1945,hrsg
vomVerband"DerSachsischeAdele.Ⅴ",Limburg
SchloL3I992-StaatlicheKunstsammlungenDresden(Hrsg),DasDresdnerSchloB.
MonumentsachsischerGeschichteundKultuT.,3Aufl,Dresden.
Schumann1828-AugustSchumann/AlbertSchiffner,VolstandigesStaats-,Post-und
Zeitungs-LexikonyonSachsen.Bd,15,Zwickau.
SeydewltZ1965-MaxSeydewitz(lirsg.),Dresden.StaatlicheKunstsammlungen.
Dresden
SHB-StaatshandbuchJ滋rdasKonigreichSachsen
Stimmel1994-FolkeStimmel(Hrsg.),StadtleェikonDresdenA-Z,Dresden/Basel.
UniLeip1884/85,1885,1885/86-PersonalveT･ZeichnisderUniversitatLeipzigWinter-
Semester1884/85;- Sommer-Semester1885;- Winter-Semester1885/86,
Leipzlg.
Verlohren1910-leinrichAugustVerlohren(Hrsg),StammregisterandChronikder
Kur-undKoniglichSachsischenArmeeyon1670hisZum Begt'm des20.Jahr-
hunderts,Leipzlg
Zimmermann1905-E[rnst]Zimmermann,"DasPorzelanzimmerim K6niglSchloLSzu
Dresden",in:DresdTW Jahrbuch1905.Beitragezurbz-1dendenKmst.
(127)への追加.そこに記した二人のフォン･モソツ伯爵のうち,1832年生まれは名をアレ
クサンダー (1889年没) といい, ドイツ帝国海軍中将 (Vizeadmiral.陸軍大勝
Generalではない)であった.1835年生まれはジャノット (JeannotKarlAugust
Ludwig.1913年没)で,プロイセンの陸軍中佐であった.
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